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特　集 

約3万本のひまわりが咲き誇る「ひ
まわり迷路」が今年も射水市大島絵
本館横に登場。迷路から笑顔で手を
振っているのは、大島中央保育園の
園児たち。 
ひまわり畑は、「ファーム大島」が
地域の子どもに遊べる場を提供しよ
うと昨年から実施しています。 
ひまわりに負けず元気いっぱいの子
どもたちでした。 
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８
月
４
・
５
日
の
両
日
、
国
際
公
認
コ
ー
ス
で
あ
る
下
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
南
郷
、

小
杉
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
３
会
場
で
「
第
１
回
　

全
国
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
in
射
水
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
分
家
市
長
か
ら
「
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
県
内
外
愛
好
者
５
９
７
名
の
皆
さ
ん
、
射
水

市
内
の
自
然
を
生
か
し
た
こ
の
美
し
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
日
ご
ろ
の
腕
前
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
よ

り
よ
い
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
お
互
い
交
流
を
深
め
思
い
出
に
残
る
大
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

　
会
場
で
は
、「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」「
惜
し
い
」
な
ど
の
声
が
飛
び
か
う
中
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
み
ら

れ
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
射
水
市
民
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
在
住
外
国
人
と
触
れ
合
う
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
教
室
が
開
催
さ
れ
、
在
住
外
国
人
、
協
会
会
員
、
市
内
小
学
生
ら
約
４０
名
が
参
加
し
、
射
水
市
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

再
会
を
誓
い
閉
幕 
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開　会　式 下村コース 

小杉コース 

大門コース 

外国人のパークゴルフ体験 

なお、大会入賞者は次のとおりです。（敬称省略） 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

福岡　正吉（富山市）　 
真野　　進（射水市） 
山上　逸朗（射水市） 
浦上　富雄（富山市） 
法土　邦春（射水市） 
藤塚　　博（射水市） 

大坪　優美（射水市） 
井戸美千代（射水市） 
小林　昌子（立山町） 
安田　敏子（射水市） 
高瀬末江子（射水市） 
森口　待子（富山市） 

65歳以下 男子の部 女子の部 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

千田　忠雄（富山市） 
岩黒　祐弘（射水市） 
高田　芳郎（高岡市） 
川越　雅大（富山市） 
荒谷　　勲（射水市） 
武島　和夫（射水市） 

斉藤　和子（射水市） 
高井　晶子（射水市） 
寺西　夏子（射水市） 
福澤あき子（射水市） 
寺沢美知子（黒部市） 
野上　敬子（射水市） 

70歳以上 男子の部 女子の部 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

西村　正美（石川県） 
中山　　盈（高岡市） 
佐竹　純郎（黒部市） 
藤木　由郎（富山市） 
吉野　　進（高岡市） 
本郷喜代則（射水市） 

松本　昌代（射水市） 
肥田ユリ子（射水市） 
水落とき子（射水市） 
川田　通子（富山市） 
中木　紀子（高岡市） 
西森　信子（射水市） 

66～69歳の部 男子の部 女子の部 

65歳以下 

70歳以上 

66～69歳の部 
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小杉みこし祭り2007

45

　
第
４３
回
目
を
迎
え
た
「
富
山
新
港
新
湊

ま
つ
り
」
が
７
月
２８
・
２９
日
の
両
日
海
王

丸
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
ま
る
ご
と
射
水
・
新
湊
と
同

時
開
催
で
多
く
の
来
訪
者
が
、
よ
さ
こ
い

や
獅
子
舞
、
凧
づ
く
り
教
室
な
ど
多
彩
な

催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
２８
日
夜
の
の
じ
た
踊
り
で
は
、

市
内
の
婦
人
会
と
新
湊
地
区
の
小
学
校
か

ら
児
童
約
１
９
０
人
が
参
加
し
、
海
王
丸

を
背
に
輪
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。 

　
２９
日
の
恒
例
の
花
火
大
会
で
は
、
海
上

ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約
２
０
０
０
発
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
海
王
丸
の
頭
上
に
咲
き
乱
れ
ま
し
た
。 

第
43
回
富
山
新
港
新
湊
ま
つ
り

小杉みこし祭り2007
大賞は、「橋下条児童クラブ」の手に！ 

　「きらっと　きららか　海、川、

野そして里山」をテーマに「第

39回小杉まつり 小杉みこし祭り

2007」が8月5日、市役所小杉

庁舎周辺を会場に開催されました。 

　本みこし10基・創作みこし23

基計33基のみこしが趣向を凝ら

したパフォーマンスなどで観客の

目を楽しませていました。 

　小杉みこし大賞には、「橋下条

児童クラブ」が選ばれ、4年連続

大賞を受賞していた「元町町内会」

はパフォーマンス部門賞を受賞し

ました。 

　夜は、ヒップホップダンスや民

謡踊り、納涼花火大会で夏の１日

を締めくくりました。 

小杉みこし大賞 

パフォーマンス部門 

フリー部門 

橋下条児童クラブ 

西楠木町町内会 

テーマ部門 

青井谷町内会 元町町内会 

小杉みこし祭り2007
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下条川まつり 

太閤山小学校 

櫛田地区 

歌の森運動公園西側花壇 

大島小学校 

大門サマーフェスティバル 

8
4

8
14

　平成８年から県内の小中高校生を対象に行われ、今回で

12回目を迎える富山県立大学のダ・ヴィンチ祭が８月４日

開催されました。子どもたちは、電気自動車の試乗やクイ

ズ大会、ザリガニロボットの作成など様々なコーナーに真

剣な眼差しで参加していました。 

　このイベントは、科学実験や工作などを通して子どもた

ちに科学の楽しさを伝えることを目的に実施しているもので、

多くの家族連れが10時の開場と同時に訪れ賑わっていました。 

ダ・ヴィンチ祭 
　全国高校総体（インターハイ）で

優勝した小杉高校女子柔道部の活

躍をたたえる祝勝報告会が８月14

日小杉庁舎で行われました。 

　女子柔道部は、昨年の全国制覇

に引き続き２連覇の偉業を達成し、

優勝報告では、橘沙織主将が「多

くの人に支えられ、最後まで必死

に戦えた。」と笑顔で報告しました。 

小杉高校女子柔道部2連覇達成 

　７月27日から29日に千葉市で開かれていた第５回全国中学校ヨット

選手権大会で射北中ヨット部が３年ぶり３度目の団体優勝を果たし、３

年の川口恭平主将と寺島千佳副主将が監督らと市役所小杉庁舎を訪れ、

優勝の報告をしました。 

　大会には、全国から17校が出場し、個人戦で川口君がミニホッパー級

を制し、寺島さんは同級５位（女子１位）の成績でした。 

　「昨年は優勝を逃してしまったけれど今年優勝できてよかった。地域

の人の支えがあり、感謝します。」と笑顔で報告していました。 

3年ぶり3度目の団体優勝 

夏祭り　各地で開催 

　夏休みに入った学校で、父母や地域の人と子どもの交

流イベントが催されました。 

　太閤山小学校では、おやじの会主催の学校キャンプが

７月27日から28日にかけ行われ、グラウンドでテント

を張り、夜にはカレーを作るなど交流をはかりました。 

　また、同日、大門櫛田地区では、廃校になった櫛田小

学校跡地で宿泊交流を行い、櫛田地区の園児、小学生と

父母が参加し、ドラム缶風呂で汗を流し、星空観測会な

ど行い、親交を深めました。 

　８月18日・19日には、大島小学校で恒例となった親

子キャンプが行われ、消火作業を体験し、夜にはグラウ

ンドに張ったテントで、交流会などが行われました。 

親と子のふれあいイベント 

　平成19年度花と緑の銀行主催の「富山県花のまちづ

くり推奨花壇認定審査会」において、２年連続５つ星

の最高評価で、市内では歌の森運動公園西側花壇（戸破

地区）を整備している小杉花作り同好会（会長 江川光一氏）

と自宅の庭を花と木で美しく彩っている浅井ひとみさん（下

条地区）の花壇が推奨花壇として認定されました。 

　この審査会には、国・県等の花のまちづくりコン

クールで過去５年間に最優秀賞３回以上受賞の花壇が

応募できます。 

　花壇づくりの参考や花木の観賞に訪れてみませんか。 

2年連続5つ星に格付け 
　地域の交流親睦を深めるための商工祭りが各地区で行われ

賑わいました。 

　７月28日に「第29回大島商工まつり」が大島弓道場広場

で行われ、子どもイベントでは、へちま投げ大会やラムネ飲

み大会だるま落としゲームなどに子どもが参加しました。 

　７月29日に、「2007越中大門サマーフェスティバル」がパ

ルル東側駐車場で行われ、恒例のカ

ラオケ大会では、様々な年代の歌謡

ショーが繰り広げられ、会場を賑わ

せていました。 

　８月13日には、戸破高寺橋周辺

で「下条川まつり」が開かれ、ひら

めのつかみ取りや歌謡ショー、花火

大会などで盛り上がりました。 

大島商工まつり 

当日報告者 
　二瀬寛之女子監督　　 
　主将　橘　　沙織（３年） 
　　　　個人70キロ級準優勝 
　　　　田知本　遥（２年） 
　　　　高野　聡美（２年） 
　　　　竹内　優香（１年） 
 
　　　　男子73キロ級3位 
　　　　西浦　太郎（３年） 

浅井ひとみさん宅 



射水市公共下水道事業 ９月10日は下水道の日です 
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木造住宅の 
耐震診断を！ 

問合せ先　建築住宅課（大門庁舎）☎52－7395

　７月16日に起きた新潟県中越沖地震や３月25日に起き
た石川県能登半島地震では、古い木造住宅の倒壊など多く
の被害がありました。射水市内の木造住宅では、昭和56年
５月以前に建てられた木造住宅の半数以上が、現行法の耐
震基準を満たしていません。木造住宅の耐震化工事に対す
る補助制度は平成19年度までですので、まずは耐震診断を
行ってください。 

対象：昭和56年５月以前着工の
在来工法、延べ床面積280
㎡以下の木造一戸建てで、
一定の条件を満たすもの 

耐震診断から耐震改修工事まで 耐震診断・耐震改修費用を 
補助します！ 

より詳しく診断したい場合 

より詳しく診断したい場合 

耐震改修が必要な場合 

誰でもできるわが家の耐震診断 
どなたでもできる簡易な診断方法です。 
（財）日本建築防災協会のホームペー
ジで見られます。 

一般診断法による耐震診断 
建築士や工務店などの専門家が、図面
チェックや簡単な現地調査を行います。 

耐震改修の必要性の判断 
必要に応じて精密診断を行うなどして、
改修の必要性を判断します 

耐 震 改 修 計 画 ・ 耐 震 改 修 工 事 

耐震診断費用の90%を県が負担します。 
負 担 額　　設計図面がある場合：2,000円 
　　　　　　設計図面がない場合：4,000円 
問合せ先　（社）富山県建築士事務所協会　☎076－442－1135

富山県木造住宅耐震診断支援事業 
 

耐震改修費用の最大60万円までを県と市町村が負担します。 
補 助 額　　木造住宅の耐震化工事に対して 
　　　　　　費用が90万円までの場合：費用の２／３を補助 
　　　　　　費用が90万円以上の場合：60万円を補助 
事業期間　　平成17年度から平成19年度までの３年間 
問合せ先　　建築住宅課（大門庁舎）　☎52－7395

富山県木造住宅耐震改修支援事業 

住宅相談については 
　●とやま住まい情報ネットワーク住宅相談窓口 ☎076－495－1941 
　●新湊地域住宅相談所 ☎82－4511 
　●射水地域住宅相談所 ☎55－1298

気
象
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

緊
急
地
震
速
報 

―
こ
の
秋
、ス
タ
ー
ト
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下
水
道
は
、
家
庭
や
事
務
所
、
商
店
、

工
場
な
ど
の
汚
水
を
処
理
し
、
私
た

ち
の
生
活
を
清
潔
で
快
適
な
も
の
に

し
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
を
き
れ
い
な

水
に
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
て
か
ら
放

流
し
ま
す
の
で
、
川
や
海
な
ど
の
汚

れ
を
防
ぐ
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
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公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
と
な
っ

た
地
域
は
、
地
域
の
生
活
環
境
を
よ

く
す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

１
　
浄
化
槽
は
、
遅
滞
な
く
下
水
道

に
接
続
替
え
を 

　
公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
と
な
っ

た
地
域
で
は
、
排
水
路
な
ど
へ
排
出

し
て
い
る
浄
化
槽
は
公
共
下
水
道
へ

接
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

２
　
く
み
取
り
便
所
は
、
３
年
以
内

に
水
洗
便
所
へ 

　
公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
と
な
っ

た
地
域
で
は
、
３
年
以
内
に
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

３
　
排
水
設
備
指
定
工
事
店 

　
浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ
の
接
続
替

え
工
事
や
汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
便

所
に
改
造
す
る
工
事
は
、
一
定
の
水

準
で
正
し
く
行
わ
れ
な
い
と
、
詰
ま

り
故
障
の
原
因
に
な
り
、
利
用
者
の

生
活
に
支
障
を
お
こ
し
た
り
、
下
水

道
の
機
能
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
た

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

工
事
に
必
要
な
専
門
知
識
と
技
術
を

も
っ
た
技
術
者
が
い
る
工
事
店
を
『
射

水
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
』
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
等
は
、

指
定
工
事
店
以
外
で
は
行
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
指
定
工
事
店
以
外
で
工
事
を
行
う
と
、

工
事
の
や
り
直
し
や
改
善
を
し
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
際
に
は
、『
水
洗
便

所
改
造
資
金
貸
付
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先 

　
上
下
水
道
業
務
課
（
布
目
庁
舎
） 

　
☎
84
―
９
６
４
７ 

射
水
市
水
道
事
業
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
安
心

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、

毎
年
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
に
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

水
質
検
査
計
画
と
は
？ 

　
水
道
法
に
よ
り
、
水
道
事
業
者
は
水
道
水
の

安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
水
質
検
査

計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
水
質
検
査
を

行
い
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
水
質
検
査
計
画
と
は
、
水
源
か
ら
蛇
口
に
至

る
ま
で
の
適
正
な
水
質
管
理
を
行
う
た
め
に
、

水
質
検
査
項
目
や
検
査
回
数
を
定
め
た
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
水
質
検
査
計
画
等
、
水
質
に
関
す
る

詳
細
に
つ
い
て
は
当
水
道
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先 

　
上
水
道
工
務
課 

　
☎
84
―
９
６
４
６ 

　h
ttp

://w
w
w
.city.im

izu
.to

yam
a.jp

/ 

　in
fo
/secin

fo
.asp

x?
seccd

=
1
7
0
4
0
0
0

排
水
設
備
工
事
の
早
期
着
工
を 

水道法に定める水質検査 

●定期水質検査（９箇所） 

水質基準項目50項目を、定められた検査

頻度で定期的に検査します。 

★毎日水質検査（配水系統毎に５箇所） 

水質基準項目とは別に「色」「濁り」「塩素

消毒の残留効果」の検査を毎日行います。 

射水市が独自に実施する検査 

▲耐塩素性病原微生物の検査 

・クリプトスポリジウム指標菌（毎月） 

・クリプトスポリジウム（年４回） 

◆農薬等の検査 

広上取水場及び布目配水場の水源にて、近

辺で散布された農薬類を調査し検査します。 

平
成
１９
年
度
　
水
質
検
査
計
画 

　
気
象
庁
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
の

国
民
へ
の
提
供
を
本
年
10
月
１
日
に

開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。 

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
が
発
生

し
て
か
ら
、
強
い
揺
れ
が
襲
来
す
る

ま
で
の
ご
く
短
い
時
間
を
活
用
し
て
、

地
震
の
位
置
や
大
き
さ
を
情
報
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
軽
減
す

る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
緊
急
地
震
速
報
を
受

信
し
た
際
は
、
建
物
の
中
か
ら
屋
外

に
避
難
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

『
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ
て

ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る
。』

こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。 

 

　
緊
急
地
震
速
報
の
仕
組
み
や
緊
急

地
震
速
報
利
用
の
心
得
に
つ
い
て
は
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（http://w
w
w
.seisvol.kishou.go. 

jp/eq/E
E
W
/kaisetsu/index.htm

l

） 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

室
内
に
い
る
と
き 

家
庭
で
は 

・
頭
を
保
護
し
、
丈

夫
な
机
の
下
な
ど

に
隠
れ
て
く
だ
さ
い
。 

・
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は 

・
施
設
の
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。 

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
あ
わ
て
て

出
口
に
走
り
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

屋
外
に
い
る
と
き 

街
中
で
は 

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な
ど
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

・
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
に

注
意
し
て
、
建
物
か
ら
離
れ
て
く

だ
さ
い
。 

山
や
が
け
付
近
で
は 

・
落
石
や
が
け
崩
れ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

乗
り
物
に
乗
っ
て
い
る
と
き 

自
動
車
運
転
中
は 

・
あ
わ
て
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、
揺

れ
を
感
じ
た
ら
ゆ
っ
く
り
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。 

鉄
道
・
バ
ス
に
乗
車
中
は 

・
つ
り
革
や
手
す
り
に
し
っ
か
り
つ

か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
せ
先 

　
富
山
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課 

　
☎
０
７
６
―
４
３
２
―
２
３
３
１ 



特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

射
水
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会 

副
委
員
長
　
森

田

ひ
と
み 

あ
ん
し
ん
ル
ー
ム 

子
ど
も
の
悩
み
総
合
相
談
室 

 

　
あ
ん
し
ん
ル
ー
ム
で
は
、
子
ど
も
に

関
す
る
悩
み
を
お
聞
き
し
、
子
育
て
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

相
談
下
さ
い
。 

★
場
所
　
射
水
市
役
所
小
杉
庁
舎
１
階

（
会
計
課
前
） 

★
相
談
日
　
月
曜
〜
金
曜
　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
は
休
み
） 

★
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
５７
　

ー
　

０
１
０
０ 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

　ko
d
o
m
o
-s
o
u
d
a
n

＠c
ity.im

izu
. 

　to
ya
m
a
.jp
 

★
水
曜
日
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が

受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
子
ど
も
は
好
奇
心
の
か
た
ま
り
。
時

に
は
危
険
を
お
か
し
た
り
、
冒
険
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ダ
メ
、
ダ
メ
」
と
あ
ま
り
に
も
安
全
面
、

衛
生
面
を
重
視
し
て
い
る
と
生
き
る
力

が
育
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
転
ん
で
擦
り
傷
を
つ
く
っ
た
り
、
夢

中
に
な
っ
て
衣
服
を
汚
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は

少
し
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
見
守
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
体
験
が
物
事
の
流
れ
や

全
体
を
見
通
す
力
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。

危
な
っ
か
し
く
て
つ
い
手
が
出
そ
う
で

す
が
、
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
、
子
ど
も
の

自
主
性
や
自
立
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
が
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域

等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
て
、

喜
び
と
責
任
を
担
い
な
が
ら
、
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
で
す
が
、

そ
の
原
点
と
な
る
の
は
家
庭
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
一
般
的
に
女
性
は
家
庭
に
お
い

て
家
事
や
育
児
な
ど
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
慣

習
や
思
い
込
み
で
男
女
の
役
割
を

固
定
化
せ
ず
、
夫
婦
や
家
族
が
お

互
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
最
近
で
は
、
男
性
が
出
勤
の
前

に
ゴ
ミ
出
し
を
し
て
い
る
姿
を
よ

く
見
か
け
ま
す
が
、
休
日
に
得
意

料
理
を
披
露
し
た
り
、
子
守
唄
を

歌
っ
た
り
、
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ

た
り
、
家
族
で
家
事
や
育
児
を
分

担
し
あ
う
姿
は
子
ど
も
達
の
良
い

お
手
本
に
も
な
り
ま
す
。 

　
自
分
の
で
き
る
事
を
、
で
き
る

時
に
、
誰
か
一
人
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
家
族
み
ん
な
が
男
女
、
親

子
を
問
わ
ず
「
思
い
や
り
」
を
も

っ
て
協
力
し
合
う
こ
と
、
そ
し
て

協
力
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
誰
も
が

大
好
き
で
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
添
え

る
こ
と
も
大
事
で
す
。 

　
私
は
先
頃
２
泊
３
日
の
旅
行
に

出
か
け
ま
し
た
。
猛
暑
が
続
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
夫
に
庭
へ
水
を

ま
く
事
だ
け
頼
ん
で
い
き
ま
し
た
。

帰
宅
す
る
と
、
花
、
木
も
い
き
い

き
と
し
て
お
り
、
家
の
中
も
い
つ

も
と
変
ら
な
い
様
子
で
し
た
。
食

事
も
作
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

「
あ
り
が
と
う
」 

　
楽
し
か
っ
た
旅
行
が
さ
ら
に
思

い
出
深
い
も
の
に
な
っ
た
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
思
い
や
り
」と「
あ
り
が
と
う
」 

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て 
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て 
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て 
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環境について考える 環 境 に つ い て 考 え る エコネット　いみず 
犬のフンは持ち帰りましょう 

視野を広げ　心豊かに Broadening Horizons

　
私
は
１
９
９
１
年
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
小
学
校
を
卒
業
し

た
の
で
、
小
学
校
時
代
は
遠
い

過
去
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
時
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
友
達
、
先
生
方
、
授
業
な

ど
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

　
私
は
、
毎
週
２
回
射
水
市
内

の
小
学
校
を
訪
問
し
、
国
際
理

解
の
た
め
の
授
業
を
し
て
い
る

の
で
、
色
ん
な
子
ど
も
に
出
会

い
ま
す
。
一
般
的
に
子
ど
も
た

ち
は
純
粋
で
、
い
い
子
た
ち
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
小
さ
い
の
で
、

私
の
話
に
集
中
し
て
く
れ
な
い

子
も
い
ま
す
が
、
是
非
そ
ん
な

子
に
も
異
文
化
な
ど
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
大
切
で
必
要
な
点

は
自
分
の
教
え
方
を
高
め
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

現
在
日
本
で
は
先
生
が
子
ど
も

を
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
の
が
残
念
で
す
。
痛
め
つ

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

先
生
が
罰
を
与
え
て
子
ど
も
を

反
省
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、
私
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
ま
に
先
生
を
尊
敬
せ
ず
、
失

礼
な
話
し
方
を
す
る
子
ど
も
を

見
か
け
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
時
、

そ
ん
な
悪
い
振
る
舞
い
を
す
る

と
い
つ
も
罰
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
例
え
ば
、
話
を
聞
い
て
く
れ

な
い
子
ど
も
を
２
、
３
回
ぐ
ら

い
注
意
し
て
か
ら
、
先
生
は
「
立

ち
な
さ
い
！
」
と
命
令
し
、「
座

っ
て
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
ま

で
子
ど
も
は
立
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
静
か
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
、

教
室
の
外
で
、
先
生
か
ら
見
え

る
所
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
ま
だ
お
利
口
さ
ん
に
な

ら
な
か
っ
た
ら
、
教
頭
先
生
の

部
屋
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
う
な
る
と
子

ど
も
は
ド
キ
ド
キ
し
て
、
泣
き

出
し
ま
す
。
教
頭
先
生
は
子
ど

も
を
し
か
っ
た
後
、
両
親
に
も

電
話
し
ま
す
。
そ
し
て
両
親
は

さ
ら
に
子
ど
も
を
し
か
り
ま
す
。

従
っ
て
、
子
ど
も
は
悪
い
こ
と

す
る
と
学
校
で
も
家
で
も
大
変

困
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　
こ
の
テ
ー
マ
は
深
く
て
大
切

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
来
月
の

広
報
で
も
続
け
ま
す
。
ま
た
読

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
大
変
嬉
し

い
で
す
。 

アンドリュー・マカスキル 
国際交流員 

「
日
本
の
教
育
制
度
と
規
律
①
」 

　最近、厚生センターや市に犬のフンに関する苦情や問い合わせが増えています。 
　人に迷惑をかけないよう、ご協力お願いします。 

・散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。 
・犬小屋やその周辺をきれいにして、においの発生に注意しましょう。 
・リードをつけるなど、放し飼いにならないようにしましょう。 

空き地の管理と野焼きの禁止 

　空き地に繁茂した雑草又は枯れ草により、火災、
犯罪又は病害虫の発生の原因となる場合があり
ます。市内に空き地をお持ちの方は適正に管理
されますようお願いします。 
　また野外での廃棄物の焼却は、
法律で禁止されています。簡
易焼却炉やドラム缶での焼却
についても野焼きと同様であり、
禁止されています。 

エコ川柳 

優秀作品 「期待する　次にくるのは　エコ王子」 美月さんの作品 

優秀作品 

＊詳しくはホームページ「エコライフいみず」をご覧ください。 

「エコバック　みんなで持てば　エコマダム」 ハブの花さんの作品 

射水市男女共同参画審議会の委員を募集します。 
　男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分か

ち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を十

分に発揮することができる男女共同参画社会の実

現に向け、男女共同参画の推進に関する重要事項

について、ご意見を述べていただく「射水市男女

共同参画審議会」の委員の一部を募集します。 

 

　射水市男女共同参画審議会は、市長が委嘱する

15人以内の委員で組織し、今回公募する委員のほ

か学識経験者、各種団体の代表者などで構成され

ます。 

 

■申込・問合せ先 

　市民協働課　男女共同参画推進班（小杉庁舎） 

　☎57－1624　FAX56－1524 

　Eメール　kyoudou@city.imizu.lg.jp 

　〒939-0393　射水市戸破1511番地 

■募集内容 

２名（男女各１名） 

委嘱の日から２年間 

射水市内に住所がある方 

応募日現在の年齢が満20歳以上の方 

原則、平日の日中開催する会議に継続し
て参加できる方 
市の他の審議会の委員ではない方 

９月25日㈪（当日必着）までにハガキに、
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、
応募理由を記載のうえ、申し込みください。
FAX、Eメールでも申し込みできます。 

応募多数の場合、抽選により決定します。
選考結果は、直接応募者に通知します。 

募 集 人 数  

委 員 の 任 期  

住　　所 

年　　齢 
 

特記事項 
 
 

応 募 方 法  
 
 

選 考 方 法  

応

募

要

件

 

分別大辞典⑧ 

「せん定枝」 

 せん定枝は燃えるご
みになります。長さ
40センチ、太さ10セ
ンチ以内にし、指定袋
に入れて出してください。
切らない場合は、直接
クリーンピア射水に持

ち込んでください。（た
だし持込できるのは長
さ1.5メートル以下で
太さ15センチ以内の
ものに限ります） 

問合せ先　環境課（大島庁舎）☎52－7967
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９月７日  
 
９月14日  
 
９月21日  
 
９月28日

糖尿病とくすり 
糖尿病とは 
フットケアについて 
食事療法と単位配分 
足の感覚とバランス機能について 
糖尿病と合併症 

油脂（表５）と外食 

薬　剤　師 
堀内科医長 
保　健　師 
栄　養　士 
理学療法士 
堀内科医長 

栄　養　士 

糖尿病教室のお知らせ 
時　間　午後１時30分～午後３時 
場　所　市民病院２階大会議室 
持参するもの 

筆記用具、食品交換表（当病院売店に
て取り扱っています）、青いファイル（教
育入院等で持っておられる方）、電卓 

月　日 内　　容 担　　当 
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射水市民病院 
骨粗鬆症について 

整形外科医師 

　転んで骨折することは、
老若男女を問わず誰にでも
起こりうることですが、特
に骨粗鬆症の方はちょっと
尻もちをついたり、手をつ
いただけといった軽微な外
傷であっても腰椎、大腿骨、
手関節といった部位に骨折
を起こす可能性があります。 
　骨粗鬆症とは骨の量が減
って骨が弱くなる病気です。
昔からある病気なのですが、

近年平均寿命が延び高齢者人口が増えてきたために特に
問題になってきています。男女比は２：８と女性に多く、
特に閉経後の女性は性ホルモンが急激に減少し、骨を壊
す破骨細胞の働きに骨を作る骨芽細胞の働きが追いつか
なくなり骨粗鬆症となる危険が高まります。 
　骨粗鬆症の予防にはカルシウムの十分な摂取、適度な
運動、日光浴などが有効ですが、それでも骨量が減少し
てしまった場合には薬物療法を行っております。 
　骨粗鬆症は目に見えない病気であり沈黙の疾患と呼ば
れています。しかし、一旦骨折などの症状が出ると日常
生活に非常に大きな影響を与えてしまいます。検診や医
療機関において一度自分の骨密度を確認してみることを
お勧めします。 

岡本　義之 

Hospital

TEL82－8100

射水市民病院 射水市民病院 

市民病院 シアターボランティアの募集 
　市民病院では、シアタールームでビデオを上映する
機器を操作するボランティアを募集します。 
　ボランティアをしながら、映画鑑賞をお楽しみくだ
さい。 

日　時　毎週土曜日 
　　　　午後２時から午後４時まで 
問合せ先 
　　　　市民病院総務課　☎82－8100

子宮がん施設検診（住民健診）を 
受けましょう！ 

20歳以上の方が対象です。 
　子宮がんには、子宮頚がんと子宮体がんがあります。
検診を受け、早期発見に努めましょう。 
　子宮がん検診は、月～金曜日の午前中、婦人科外来
で受付いたします。予約は要りません。 
　期間は、12月20日までです。 
　受診券を持参のうえ来院してください。 
　受診券が手元にない方は、最寄りの保健センターで
ご確認ください。 

問合せ先　市民病院婦人科　☎82－8100

 

行政相談 
人権相談 
 
 
 
 
心配ごと相談 
 
 
成年後見制度相談 
 
 
 
無料法律相談 
 
 
 

住宅相談 
 

年金相談 
 
 
税理士の無料税務相談 

 
消費生活相談 
 
障害者サテライト相談 

女性のこころと生き方相談 
 
教育相談 
家庭児童・母子父子相談 
青少年育成相談 
 
子どもの悩み総合相談 
 
（心理カウンセラーによる相談） 
ほっとスマイル 
　　　　　子ども相談 
 
 
臨床心理士による 
　　　　　子育て相談 
 
 
 
 

保健師による育児相談 
 
 
 
交通事故相談 
巡回交通事故相談 
時間外無料医療相談 

相　　談　　名 9　月 10　月 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考 

一人で悩まず相談してみてはいかがですか！ 
時間と場所を確認し、ご相談ください。 困ったときには相談を… 

小杉社会福祉会館 
新湊福祉会館 
大門総合会館 
大島社会福祉センター 
福王寺 
小杉社会福祉会館 
新湊福祉会館 
大門総合会館 
大島社会福祉センター 
福王寺 
布目庁舎別館 

小杉庁舎 
 

小杉社会福祉会館 
 
 
新湊福祉会館 
 
新湊交流会館 
大門総合会館で開催 
射水商工会議所 
新湊庁舎 
 
高岡本丸会館 

 
大島庁舎 
 
大島社会福祉センター 

働く婦人の家 
 
教育センター 
新湊庁舎 
少年育成センター 
 
小杉庁舎　１階 
子どもの悩み総合相談室 
 
子どもの権利支援センター 
「ほっとスマイル」 
新湊子育て支援センター 
小杉北部子育て支援センター 
小杉南部子育て支援センター 
大門きらら子育て支援センター 
大島子育て支援センター 
下村子育て支援センター 
新湊子育て支援センター 
小杉北部子育て支援センター 
小杉南部子育て支援センター 
大門きらら子育て支援センター 
大島子育て支援センター 
下村子育て支援センター 
富山警察署分庁舎 
高岡総合庁舎 
射水市民病院医療相談室 

 
 
☎57－1627 
 
 
☎55－2813 
☎82－8450 
☎52－7080 
☎52－5010 
☎59－2002 
☎82－1952 
要予約（9/13、10/11より） 
☎57－1627 
要２週間前から予約（*1） 
☎55－2813 
要前日予約 
（8:30～受付　定員６人） 
☎82－8451 
 
 
 
 
要予約（9/6、10/9） 
定員４人受付順 
☎25－6624 
火・金曜日は専門員が対応 
☎52－7974（直通） 

☎55－5650 
 
☎82－1678 
☎82－1953 
☎56－2148 
☎・FAX 57－0100 
E-mail:kodomo-soudan@ 
city.imizu.toyama.jp 
＊要予約　連絡先は上記と同じ 
要予約　☎55－2799 
E-mail:smile@toyamav.net 
 
 
 
 
＊子育て支援センター 
開所時間中は、随時保 
育士による子育て相談 
を受け付けています。 
 
 
 
 
☎076－444－4400 
☎21－9411 
☎82－8100

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と 

 
 

13:00～16:00 
 
 
 
 

13:00～16:00 
 
 

14:00～16:00 

13:00～16:00 
 

13:00～15:30 
 
 

13:30～16:30 
 

10:00～15:00 
10:00～16:00 

10:00～15:00 
 
 

13:00～15:00 

 
9:00～16:00 

 
13:30～15:00 
9:00～11:00 
14:00～16:00 
13:00～17:00 
9:00～17:00 
8:30～17:00 

 

9:00～17:00 
 
 

14:00～17:00 
 
 
 

10:00～11:30 
 
 
 
 
 

10:00～11:30 
 
 
 

13:00～15:00 
10:00～15:00 
17:30～19:00

５日 
12日 
19日 
25日 
３日 

 
 
 
 
 

27日 

27日 
 

14日 
 
 

19日 
 

16日 
 

７日 
21日 

 
21日 

 
 
 
 

10日 
26日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６日 
７日 
14日 
13日 
21日 
21日 
25日 

 
18日 
11日 

 
 

７日・21日 
13日 

３日 
10日 
17日 
23日 
１日 

 
 
 
 
 

24日 

25日 
 

12日 
 
 

17日 
 

21日 
 

５日 
19日 

 
19日 

 
 
 
 

10日 
31日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４日 
５日 
12日 
26日 
19日 
19日 

 
16日 

 
 

３日 
４日 

５日・19日 
11日 
29日 

月曜日～金曜日 
(祝日除く) 
毎週火曜日 

月・水・金曜日 
月曜日～金曜日 
月曜日～金曜日 

月曜日～金曜日 
（祝日除く） 

 
毎週水曜日（祝日除く） 

月曜日 
水曜日 

 

毎週月曜日（祝日除く） 
毎週水曜日（祝日除く） 
毎週水曜日（祝日除く） 
第４火曜日（祝日除く） 
第１月曜日（祝日除く） 

（＊１）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。 

糖尿病で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族にお持ちの方など、糖尿病に関心のある方、ぜひご参加ください。 

こつ　そ しょうしょう 

10月は太閤山ショッピング 
センターパスコで開催 

秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 新
湊
曳
山
ま
つ
り
で 

　
観
覧
席（
有
料
）を
設
置
し
ま
す 

豪
華
絢
爛
た
る
曳
山
を
ゆ
っ
た
り
と
桟
敷
席
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

日
時
　
10
月
１
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
ま
で 

場
所
　
立
町
交
差
点
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
内 

席
料
　
１
、
０
０
０
円
／
人
（
小
学
生
以
下
５
０
０
円
／
人
） 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
９
月
10
日

か
ら
射
水
市
観
光
協
会
、
観
光
・ 

　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
課
に
て
販
売
し
ま
す
。 

特
典
　
記
念
品
（
曳
山
手
拭
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
）
付 

　
　
　
で
す
。
ま
た
２
０
０
８
年
曳
山
カ
レ
ン
ダ
ー
を
割
引
価
格 

　
　
　
で
販
売
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
射
水
市
観
光
協
会
　
☎
84 
｜
４
６
４
９ 

をかけていますか？ カギ あなたは 

　富山県では、盗難被害の大半が無施錠によるものです。 
　「カギかけ」はあなたの財産を守る第一歩。みんな
で「カギかけ」を励行し、犯罪のない、安全で安心し
て暮らせる社会の実現を目指しましょう。 

期　　間 

スローガン 

『暗い道  上向きライトで  安心運転』 
 

アップライト 
運動の推進 

９月21日㈮～９月30日㈰

ゆずりあう　心でひろがる　無事故の輪 

重　　点 １　飲酒運転の根絶 
２　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中 
　　の交通事故防止 

３　後部座席を含むシートベルトとチャイル 
　　ドシートの正しい着用の徹底 
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休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時） ※都合により変更になる場合があります。受診の際は直接医療機関に電話でご確認ください。 

月　日 電　話 
中新湊内科クリニック（中新湊）（内） 
とよた小児科クリニック（小島）（小） 
阿部歯科医院（高岡市） 
ひのき整形外科（善光寺）（整外・内） 
北林クリニック（戸破）（内・脳神） 
三 歯科医院（高岡市） 
梅崎クリニック（海老江）（内・小） 
道振整形外科医院（二口）（整理） 
釣谷歯科医院（高岡市） 
こしの内科小児科医院（本町）（内・小） 
おおがくクリニック（中太閤山）（内・眼） 
篠原歯科医院（高岡市） 

82－2000 
52－0288 
25－6488 
84－8800 
57－0008 
22－1116 
86－8420 
52－5699 
24－5005 
82－2600 
56－4000 
21－5833

９月２日 
（日） 

 
９月９日 
（日） 

 
９月16日 
（日） 

 
９月17日 
（祝） 

医　　院　・　病　　院 月　日 電　話 
越野医院（立町）（内） 
渡辺内科クリニック（二口）（内） 
日尾歯科クリニック（高岡市） 
皆川医院（海老江）（内・小） 
摂津小児科医院（中太閤山）（小） 
かわかみ歯科医院（氷見市） 
羽岡内科医院（本町）（内） 
こすぎ皮ふ科クリニック（太閤山）（皮） 
島田歯科医院（高岡市） 
古野医院（八幡町）（外・胃・整外） 
たかはし内科医院（三ケ）（内・小） 
青木歯科医院（善光寺） 

82－2855 
52－6030 
31－8241 
86－0010 
56－5775 
72－8418 
84－8200 
57－3711 
64－2172 
82－3964 
55－5522 
84－8241

９月23日 
（日） 

 
９月24日 
（休） 

 
９月30日 
（日） 

 
10月７日 
（日） 

医　　院　・　病　　院 

成人の相談・教室 （９月１日～10月10日） 
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　市では、次のとおり献血（200ml、
400ml）を実施します。多くの市民の
皆さんのご協力をお願いします。 

日時及び場所 
　９月６日（木）午後０時30分～４時 
　市役所新湊庁舎 

月 動脈硬化の検査 
子どもの下痢のときの食事 
ノドの違和感 
新しい白い歯の作り方 
乗り物酔いについて 
脊椎（腰椎）分離症 

火 
水 
木 
金 
土・日 

保険医協会の 
健康テレホンサービス 

献血にご協力を！ 

「いみず元気ウォークスタンプラリー 
（大門地区）」に参加しましょう！ 
今回はみずウォーク2007に参加します。
コース全長は８km 

開 催 日　９月30日（日） 
集合場所　大門カイトパーク 
受付時間　午前９時～ 
持参するもの 
　スタンプシート（持っている方）、 
　水筒、雨具 
※詳しくはP21を参照してください。 

歩いて！集めて！楽しく健康づくり 2007いみず健康フェスティバル 

9月のテーマ 
☎076－442－0003

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種 （9月1日～10月10日） 

 
 

３～４か月児健康診査 
 
 
 
 

１歳６か月児健康診査 
 
 
 
３歳６か月児健康診査 
（むし歯予防教室をあわせて実施） 
 
 
 
むし歯予防教室 
（１歳６か月児・３歳児） 
 
 
 
 
むし歯予防教室 
（２歳児・２歳６か月児） 
 
 
もうすぐパパママ教室《要申込み》 
新米パパママ教室《要申込み》 
マタニティ教室Ａ《要申込み》 
マタニティ教室Ｂ《要申込み》 
 

ぴよぴよ相談 
（育児・母乳相談、絵本の読 
　みきかせ、離乳食実習） 
 
 
 
にこにこ相談 
（育児・栄養相談） 
 
 
 
 
ＢＣＧ 
 
 
 

ポリオ生ワクチン 
（小児まひ） 

項　　　　　　　目 実　施　日 受 付 時 間 

 
 
 

健診 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予防 
接種 

※対象地区以外で健診などを受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。 

９月４日（火） 
９月11日（火） 
９月19日（水） 
９月20日（木） 
10月２日（火） 
10月10日（水） 
９月５日（水） 
９月14日（金） 
９月19日（水） 
10月３日（水） 
９月６日（木） 
９月13日（木） 
９月27日（木） 
10月４日（木） 
９月12日（水） 
９月21日（金） 
９月25日（火） 
 
10月10日（水） 
 
９月７日（金） 
９月13日（木） 
９月28日（金） 
 
10月５日（金） 
 
９月８日（土） 
９月９日（日） 
９月12日（水） 
９月26日（水） 
９月７日（金） 
９月13日（木） 
９月18日（火） 
９月25日（火） 
10月５日（金） 
10月10日（水） 
９月６日（木） 
９月10日（月） 
９月20日（木） 
９月27日（木） 
10月４日（木） 
９月11日（火） 
９月19日（水） 
９月26日（水） 
９月27日（木） 
10月９日（火） 
10月４日（木） 
10月５日（金） 
10月９日（火） 
10月10日（水） 
10月２日（火） 

会　　　　場 
大門保健センター 
大島保健センター 
射水市民病院 
小杉保健センター 
大門保健センター 
大島保健センター 
新湊保健センター 
小杉保健センター 
大門保健センター 
新湊保健センター 
小杉保健センター 
大門保健センター 
新湊保健センター 
小杉保健センター 
新湊農村環境改善センター 
小杉保健センター 
大門保健センター 
 
新湊農村環境改善センター 
 
大門保健センター 
新湊農村環境改善センター 
小杉保健センター 
 
大門保健センター 
 
小杉保健センター 
新湊保健センター 

大島保健センター 
 
新湊保健センター 
小杉保健センター 
大門保健センター 
大島保健センター 
新湊保健センター 
下村保健センター 
大門保健センター 
下村保健センター 
新湊保健センター 
小杉保健センター 
大門保健センター 
大門保健センター 
大島保健センター 
新湊農村環境改善センター 
小杉保健センター 
大門保健センター 
新湊農村環境改善センター 

小杉保健センター 
 
大門保健センター 
大島保健センター 

 
 

13:00～13:20 
 
 
 
 

13:00～13:20 
 
 
 

13:00～13:20 
 
 
 
 

13:00～13:20 
 
 
 

 
 
13:00～13:20 
 
 
 

　
9:15～　9:30 

　9:15～　9:30 
13:15～13:30 
　9:15～　9:30 
13:00～13:30 
 
　9:30～10:00 
 
13:00～13:30 
　9:30～10:00 
 
 
　9:30～10:00 
 
 

13:30～14:00 
 
13:00～14:00 
13:30～14:30 
13:30～14:00 
13:00～14:00 
 

13:30～14:30 
 

対　　　象　　　者 
 

H19年５月生 
 
 

H19年６月生 
 
 
H18年２月生 
 
H18年３月生 
 
H16年３月生 
 
H16年４月生 
１歳６か月児（Ｈ18年２月生） 
３歳児（H16年９月生） 
の教室参加者 
１歳６か月児（Ｈ18年３月生） 
３歳児（H16年10月生） 
の教室参加者 
２歳児（H17年９月生） 
２歳６か月児（H17年 
３月生）の教室参加者 
２歳児（H17年10月生） 
２歳６か月児（H17年 
４月生）の教室参加者 
妊婦とその夫 
生後６か月～１歳児の両親 

妊婦 
 
 
 

生後８か月まで 
 
 
 
 
 
生後９か月以降 
 
 
 

H19年５月生 
 
 
H19年６月生 
 

H18年６月～ 
H19年５月生 

対象地区 
大門 
大島 
新湊 

小杉・下 
大門 
大島 
新湊 

小杉・下 
大門・大島 

新湊 
小杉・下 
大門・大島 

新湊 
小杉・下 
新湊 

小杉・下 
大門・大島 

 
新湊 
 

大門・大島 
新湊 

小杉・下 
 

大門・大島 
 

全市 
全市 

全市 
 
 
 

全市 
 
 
 
 
 

全市 
 
 

大門 
大島 
新湊 

小杉・下 
大門 

新湊（新湊・作道） 
小杉（三ケ・黒河・橋下条） 
小杉（戸破・大江） 

大門 
大島 

 
 
なるほど健康相談会 
（要予約） 
 
 
 
 
ヘルスアップ講演会 
（要予約） 
 

項　　　目 実　施　日 受 付 時 間 
９月４日（火） 
９月６日（木） 
９月11日（火） 
９月12日（水） 
９月20日（木） 
９月21日（金） 
９月26日（水） 
９月５日（水） 
９月21日（金） 
９月14日（金） 
９月25日（火） 

会　　　　場 
新湊保健センター 
大島保健センター 
小杉保健センター 
下村保健センター 
大門保健センター 
新湊保健センター 
小杉保健センター 
小杉保健センター 
大島保健センター 
大門保健センター 
新湊保健センター 

運 動 編 
 

食生活編 

 

時間予約制 
①  9:00～ 
②10:00～ 
③11:00～ 
 
 
10:00～11:30 
13:30～15:00 
10:00～11:30 
13:30～15:00

内　　　　　　　　容 

“母乳・子
そだて”

作品コンク
ール

基本健康診査結果と生活習慣アンケートを基に保
健師・栄養士が生活習慣の改善についてアドバイ
スします。 

メタボリックシンドロームについて
分かりやすく説明し、食生活・運動
の改善ポイントを紹介します。 

優秀作品に選ばれた方には、記念品を贈呈します。 

作品募集作品募集

富山県母乳育児推進 
シンボルマーク 

赤ちゃんを母乳で育てる喜びにあふ

れている情景や赤ちゃんと親の温か

なこころのふれあいを表現する作品を募集します。 

【募集内容】 

・絵手紙部門　（官製はがきサイズ） 

・写真部門　　（官製はがきサイズ）　一人各部門一点のみ 

・ポスター部門（４つ切画用紙大） 

【応募資格】 

　特になし（ただし、過去の入賞者は賞の対象となりません。） 

【応募期限】 

　９月14日（金）まで 

【応募要領】 

　各作品に、住所、氏名、年齢、電話番号、入賞歴の有無を

明記し、高岡厚生センター射水支所または市健康推進課に提

出または郵送してください。 

保健だより 保健だより 9月号 
・１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査、 
　予防接種は、個人通知をしませんので、毎月の広報 
　「いみず」を見て会場へお越しください。 

問合せ先 ・健康推進課（新湊庁舎） 

・新湊保健センター 

・小杉保健センター 

TEL82－1954　FAX82－3175 

TEL82－8416　FAX82－8419 

TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター 

・大島保健センター 

・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071 

TEL52－7970　FAX52－5595 

TEL59－8021　FAX59－8022

開催日　９月16日（日）　　会場　新湊中央文化会館 
詳しくは、８月広報同時配布チラシをご覧ください。 

2007いみず健康フェスティバル 



特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

総
合
計
画 

募
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イ
ベ
ン
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案
　
内 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

1617

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

新
刊
図
書
案
内 

 

〜
近
く
の
図
書
館
に 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜 

 

《
一
般
図
書
》 

暮
ら
し
の
哲
学 

池
田
　
晶
子 

逆
説
の
日
本
史
14 

 

井
沢
　
元
彦 

反
転 

田
中
　
森
一 

数
学
ガ
ー
ル 

結
城
　
　
浩 

お
い
し
い
水
の
科
学 

 

佐
藤
　
　
正 

と
な
り
の
ク
レ
ー
マ
ー 

 

関
根
　
真
一 

郵
政
改
革
の
原
点 

 

生
田
　
正
治 

旅
す
る
絵
描
き 

伊
勢
　
英
子 

博
士
の
本
棚 

小
川
　
洋
子 

木
洩
れ
日
に
泳
ぐ
魚 

 

恩
田
　
　
陸 

ダ
ン
サ
ー 

柴
田
　
哲
孝 

ア
サ
ッ
テ
の
人 

諏
訪
　
哲
史 

月
花
の
旅
人 

中
上
　
　
紀 

Ｚ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｍ 

 

森
　
　
博
嗣 

一
瞬
で
い
い 

唯
川
　
　
恵 

《
郷
土
資
料
》 

加
賀
藩
地
割
制
度
の
研
究 

 

山
口
　
隆
治 

海
の
懸
け
橋
　
昆
布
ロ
ー
ド
と

越
中 

北
日
本
新
聞
社 

大
汝
　
第
四
号 

富
山
燕
巣
会 

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

平日は夜７時まで 

○数字 中央館の休館日 

９月の図書館カレンダー 

全館休館日 
地域館の休館日 

日 月 火 水 木 金 

2

9

16

3

10

17

24

土 
蔵
書
点
検
休
館
の
お
知
ら
せ 

　
正
力
図
書
館
は
、
左
記
の
期

間
資
料
の
貸
出
を
含
む
全
て
の

業
務
を
休
止
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

９
月
22
日
㈯
〜
30
日
㈰

中
央
図
書
館
の
催
し 

中
央
図
書
館
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

「
ペ
ッ
ト
と
家
族
写
真
」
展 

期
間
　
９
月
９
日
㈰
ま
で 

「
オ
イ
ル
会
（
太
閤
山
絵
画
ク 

ラ
ブ
）
作
品
」
展 

期
間
　
９
月
19
日
㈬
〜 

　
　
　
　
　
　
10
月
２
日
㈫

大
人
の
た
め
の
お
話
会 

日
時
　
９
月
８
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

会
場
　
中
央
図
書
館
２
階

語
り
手
　
岩
間
か
ね
み
さ
ん
と

射
水
お
は
な
し
会
の
皆
さ
ん 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
中
国
民
話
集
」
ほ
か 

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

2623
30

◆
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
◆ 

統
合
庁
舎
建
設
等
に 

関
す
る
報
告
書
を 

分
家
市
長
に
提
出 

射
水
市
総
合
計
画 

Vol.９ 

　
本
年
５
月

の
発
足
以
降
、

統
合
庁
舎
の

必
要
性
等
に

つ
い
て
協
議

さ
れ
て
い
た

射
水
市
統
合

庁
舎
建
設
等

検
討
市
民
懇

話
会
（
会
長

　
中
村
和
之

富
山
大
学
教

授
）
の
報
告
書
が
こ
の
程
ま

と
ま
り
、
８
月
21
日
、
中
村

会
長
、
島
田
副
会
長
（
射
水

市
自
治
会
連
合
会
長
）
か
ら

分
家
市
長
に
「
統
合
庁
舎
建

設
等
に
関
す
る
報
告
書
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
報
告
書
で
は
、
行
財
政
改

革
の
推
進
、
市
民
の
利
便
性

確
保
等
の
観
点
か
ら
、
現
在

の
分
庁
方
式
は
問
題
点
が
多
く
、

「
統
合
庁
舎
は
必
要
」
と
結

論
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
こ
の
報
告
書
を

受
け
、
議
会
な
ど
と
も
相
談

し
な
が
ら
今
後
慎
重
に
協
議

し
ま
す
。 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

　http
://w
w
w
.city.im

izu. 

　to
yam
a.jp
/  

問
合
せ
先 

　
企
画
政
策
課
（
小
杉
庁
舎
） 

　
☎
57
―
１
６
２
３ 

※
そ
の
他
総
合
計
画
、
統
合

庁
舎
の
詳
細
に
つ
い
て
も

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

■
第
４
回
射
水
市
総
合
計
画
審
議
会
（
全
体
会
）
開
催 

　
７
月
20
日
㈮
、
第
４
回
射
水
市
総
合
計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、

前
回
の
審
議
会
に
引
き
続
き
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
案
、
目
標
人

口
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
10
年
後
の
目
標
人
口
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
人
口
減
少
が
予
測

さ
れ
る
も
の
の
、
人
口
増
対
策
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
現

在
と
ほ
ぼ
同
数
の
９
万
４
千
人
と
す
る
審
議
会
案
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
今
回
の
審
議
会
で
は
、
新
た
に
射
水
市
の
将
来
像
に
つ
い

て
も
協
議
さ
れ
、
将
来
の
射
水
市
へ
の
願
い
や
期
待
が
込
め
ら
れ
た
、

活
気
あ
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
第
４
回
審
議
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
に
つ
い
て
】 

●
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
「
歴
史
を
学
ぶ
」、「
歴
史
か
ら
学
ぶ
」
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。「
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
を
学
び
」

等
を
計
画
の
中
に
記
述
し
て
は
ど
う
か
。 

●「
循
環
型
社
会
の
形
成
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
」
と
あ
る
が
、
循
環

型
社
会
の
構
築
は
コ
ス
ト
が
掛
か
る
も
の
で
あ
り
、
循
環
型
社
会

を
維
持
す
る
た
め
に
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
を
負
担
で
き
る
か
が
問
題

で
あ
る
。 

【
目
標
人
口
に
つ
い
て
】 

●
目
標
人
口
は
、
９
万
４
千
人
と
設
定
す
る
。 

【
将
来
像
に
つ
い
て
】 

●
基
本
理
念
で
あ
る
「
未
来
」、「
安
心
」、「
元

気
」
が
読
み
取
れ
る
表
現
を
含
ん
で
い
る

も
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

●
今
後
10
年
間
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
に
説
明
し
や
す
く
、
高
齢
者

に
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
用
し
て
い

る
も
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

●
新
市
建
設
計
画
の
将
来
像
を
引
き
続
き
利

用
し
て
は
ど
う
か
。 

「警察相談の日」 「警察相談の日」 

♯9 1 1 0
シャープ・きゅう・いち・いち・まる 

【全国共通警察相談窓口電話】 

身近な悩みや困りごとは、 

までご相談ください。 

9/11は 
です。 

ひ
い
ら
ぎ
の
里
か
ら
〜
少
年
教
室「
わ
ん
ぱ
く
塾
」 

櫛
田
公
民
館 

　
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
縄
文

の
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
歴
史
の
薫

り
芳
し
い
杜
ち
か
く
に
櫛
田
公

民
館
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
28

年
に
櫛
田
村
役
場
と
し
て
建
設

さ
れ
た
建
物
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
閉

校
と
な
っ
た
櫛
田
小
学
校
の
跡

地
に
平
成
17
年
10
月
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
以
来
２
年
近
く
の

歳
月
が
流
れ
、
各
教
室
や
ス 

ポ
ー
ツ
活
動
も
更
に
盛
ん
と
な 

り
、
地
域
の
老
若
男
女
が
楽
し

く
集
う
場
と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
学
校
週
５
日
制
が

施
行
さ
れ
た
年
に
小
学
校
高
学

年
の
生
徒
を
対
象
に
公
民
館
活

動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

「
わ
ん
ぱ
く
塾
」
を
開
講
。
以
来
、

夏
休
み
中
に
も
っ
と
視
野
を
ひ

ろ
め
よ
う
と
バ
ス
ハ
イ
ク
を
計

画
し
、
子
ど
も
達
の
関
心
の
高

い
施
設
や
周
辺
の
山
や
海
、
文

化
遺
産
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。 

昨
年
は
市
内
を
広
範
囲
に
巡
り

海
王
丸
パ
ー
ク
か
ら
観
光
船
で

11
の
橋
め
ぐ
り
の
の
ち
外
海

へ
出
て
カ
モ
メ
と
共
に
心
地
よ

い
海
風
を
頬
に
受
け
大
喜
び
！

今
年
は
臨
港
道
路
富
山
新
港
東

西
線
と
工
事
現
場
を
国
土
交
通

省
の
説
明
を
受
け
て
見
学
し
、

富
山
市
科
学
博
物
館
と
創
造
の

森
「
越
中
座
」
へ
行
き
新
し
い

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
わ
ん
ぱ
く
塾
」
は
今

後
も
続
け
た
い
活
動
の
一
つ
で
す
。 

し
く
生
涯
学

楽

習

か
ん
ば 

も
り 

郵便（集荷、配達、再配達）の 
サービスをお取扱いします。 

郵便（窓口）、貯金、保険の 
サービスをお取扱いします。 

小杉支店　☎56－9200小杉郵便局　☎56－9210

郵便事業株式会社 郵便局株式会社 

郵便局からのお知らせ郵便局からのお知らせ 
　10月１日から、新湊郵便局と小杉郵便局は、民営化により、次の２つの
会社としてスタートします。（これまでと同じ店舗でご利用いただけます。） 

新湊支店　☎82－2100

小杉郵便局 

新湊郵便局 新湊郵便局　☎82－3290

平成19年10月１日から 平成19年９月30日まで 

日本郵政公社 

郵便局からのお知らせ 

市営住宅公募のお知らせ シルバー交通安全川柳募集
交通安全についての川柳を募集します
みなさん　ふるってご応募下さい！！ 市営住宅の入居について公募します。 

公 募 期 間　10月１日（月）～10月15日（月）  
土・日・祝日を除く午前８時30分
～午後５時30分 
但し、10月14日（日）は午前９時か
ら午後1時まで受付けます。 

公開抽選日　10月28日（日） 
入居可能日　11月15日（木） 
公 募 住 宅　射水市内の供与可能な市営住宅 
対 象 戸 数　今回の公募日から次回の公募日まで

の空室 
入 居 資 格　・住宅の確保に大変困っている方 

・現に同居し、又は同居しようとす
る親族がいる方 

・所得月額が20万円以下の世帯 
・確実な連帯保証人のある方 

申 込 方 法　申請書に所定の書類を添付し、直接
申込窓口に提出してください。 

申込・問合せ先 
建築住宅課（大門庁舎）☎52－7395

内　　容　「交通安全に関すること」 
　　　　　（18年度　特選作品） 
　　　　　　　一口の　酒も愛車は　狂いだす 
　　　　　　　反射材　孫の靴にも　付けてやり 
募集期間　９月１日（土）～10月31日（水） 
応募資格　射水市内在住で65歳以上の方 
応募方法　指定応募用紙に作品、住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号を記入し、応募してください。 
応募用紙は、各行政センターにあります。 
一人一点まで（ＦＡＸ、郵送）可 

賞（予定）　特選２名　入賞５名 
表　　彰　11月17日（土）新湊中央文化会館で開催予

定の「射水市交通安全市民大会」において
表彰する予定です。 

そ の 他　優秀作品は、射水市交通安全市民大会のパ
ンフレットなどに活用します。 
応募作品の著作権は、すべて射水市に帰属
するものとします。 

主　　催　射水市交通安全対策協議会 

提出および問合せ先 
　射水市交通安全対策協議会（大島庁舎　生活安全課内） 
　〒939－0292　射水市小島703番地 
　☎52－7966　FAX52－5340
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私
た
ち
は
全
校
の
み
ん
な
で

あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

　
「
自
分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ

つ
し
よ
う
」「
相
手
の
目
を
見

て
あ
い
さ
つ
し
よ
う
」
と
毎
月

の
目
当
て
を
決
め
て
が
ん
ば
っ

て
き
ま
し
た
。「
さ
わ
や
か
笑

顔
広
げ
隊
」
が
校
門
に
立
っ
た

り
校
内
を
回
っ
た
り
し
て
あ
い

さ
つ
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま

す
。
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

人
が
増
え
、
学
校
中
に
あ
い
さ

つ
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
相

手
の
目
を
見
て
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
を
意
識
す
る
と
、
目
を
つ

な
ぐ
た
め
に
立
ち
止
ま
っ
た
り
、

お
じ
ぎ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
て
、
丁
寧
な
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
が
相
手
を
大
切
に
思

う
心
に
つ
な
が
る
よ
う
で
す
。 

　
二
学
期
も
、
家
族
に
、
友
達

や
先
生
に
、
そ
し
て
地
域
の
人

に
、
あ
い
さ
つ
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。 

 

あ
い
さ
つ
俳
句

「
お
は
よ
う
と
に
っ
こ
り
あ
い

さ
つ
気
持
ち
い
い
」 

「
あ
い
さ
つ
で
広
が
る
笑
顔
と

心
の
輪
」 

「
下
村
は
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い

す
て
き
だ
よ
」 

今回は 射水市立 下村小学校の 

あいさつで笑顔をみんなに広げよう 

射水市下村民俗資料館 

　
今
回
は
、
50
年
に
わ
た
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
団

体
、「
越
路
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

越
路
会
は
、
１
９
５
７
年
に
歳
末

助
け
合
い
運
動
で
の
募
金
活
動
が

き
っ
か
け
で
創
立
さ
れ
、
今
年
で

50
年
を
迎
え
る
大
門
・
大
島
地
区

で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。 

　
普
段
の
活
動
と
し
て
は
、「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
こ
ぶ
し
園
」

や
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
す

ず
ら
ん
」
で
餅
つ
き
大
会
や
、
旧

大
門
町
・
旧
大
島
町
時
代
に
は
毎

年
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
も
ら
う

寄
付
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
餅
つ
き
大
会
で
は
、
飛
び
入
り

で
お
年
寄
り
が
杵
を
持
ち
、
も
ち

を
つ
く
な
ど
、
入
居
者
の
方
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
恒
例
の
行
事
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
射
水
市
に
な
っ
た
こ
と
、

越
路
会
の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

寄
付
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
な
ど
の

総
額
は
、
50
年
間
で
１
、
２
０
０

万
円
を
超
え
る
そ
う
で
す
。 

　
設
立
当
時
６
名
だ
っ
た
会
員
も

今
で
は
35
名
あ
ま
り
と
な
り
、
会

員
同
士
の
研
修
会
な
ど
の
活
動
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
は
、
大
門
・
大
島
地
区
以

外
か
ら
の
会
員
も
呼
び
か
け
て
お

ら
れ
ま
す
。 

　
「『
貧
者
の
一
灯
は
長
者
の
万

灯
よ
り
も
尊
し
』
の
精
神
で
今
ま

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
寄
付
金
な

ど
は
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
会
長
の

藤
澤
義
眞
さ
ん
は
、
語
ら
れ
ま
し

た
。 

 

　
越
路
会
で
は
、
創
立
50
周
年

を
記
念
し
て
記
念
講
演
会
と
寄

付
贈
呈
式
を
企
画
し
ま
し
た
。 

日
時 

　
９
月
22
日

　
午
後
２
時 

場
所 

　
大
門
総
合
会
館
大
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
無
料 

講
演
会 

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
」 

講
師
　
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員

橋
本
　
五
郎
氏 

問
合
せ
先 

　
正
力
・
小
林
記
念
館 

　
☎
52 
｜
０
５
６
４ 

 

越
路
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　
会
長
　
藤
澤
　
義
眞 

　
☎
52 
｜
１
１
７
４
ま
で 

　
こ
の
資
料
館
は
、
旧
下
村
の
開

村
百
年
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和

63
年
10
月
竣
工
し
ま
し
た
。 

　
建
物
の
由
来
は
、
下
村
三
箇
地

区
　館
　哲
二
氏
（
内
務
次
官
、
東

京
府
知
事
、
鳥
取
県
知
事
、
石
川

県
知
事
、
公
選
初
代
富
山
県
知
事
、

参
議
院
議
員
を
歴
任
）
所
有
の
米

蔵
で
収
納
量
は
千
石
（
１
５
０
ｔ
、

60 
kg
入
り
米
俵
２
、
５
０
０
俵
）、

材
質
は
く
さ
ま
き
で
、
建
設
年
代

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
明

治
時
代
初
期
と
の
こ
と
で
す
。
米

蔵
は
各
地
に
残
さ
れ
て
は
い
ま
す

が
、
材
質
・
規
模
的
に
近
隣
で
は

珍
し
い
も
の
で
す
。 

　
農
地
解
放
後
、
農
協
が
譲
り
受

け
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
下
村
が
譲
り
受
け
、
移

築
し
ま
し
た
。 

　
先
達
が
苦
労
し
た
湿
田
農

業
の
農
機
具
や
生
活
必
需
品

等
を
後
世
へ
の
資
料
と
し
て

展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
施
設
見
学
希
望
、
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
は
文
化
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。 

 

営
業
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
） 

所
在
地
　
射
水
市
加
茂
中
部

８
２
８
番
地 

問
合
せ
先
　
文
化
課
（
下
庁

舎
）
☎
59 
｜
８
０
９
２ 

い
み
ず
の
人
　な
か
ま 

貧
者
の
一
灯
の
精
神
で 

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
市
民
協
働
課
　
☎
57 
｜
１
６
２
２ 

越
路
会 

こ
し

じ

か
い 
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2021

情　報 
ひろば 

詳細な情報については 

問合せ先で 

確認してください 

情　報 
ひろば 
情　報 
ひろば 

募
　
　
　
集

   

市
民
病
院
職
員 

職
員 

　
看
護
師
　
15
人 

募
集
期
限
　
９
月
14
日
⛯ 

試
験
日
　
９
月
21
日
⛯ 

臨
時
職
員 

看
護
師
　
若
干
名 

パ
ー
ト
職
員 

臨
床
検
査
技
師
　
１
人 

薬
剤
師
　
　
　
　
１
人 

理
学
療
法
士
　
　
１
人 

問
合
せ
先
　
市
民
病
院
総
務
課 

☎
82
―
８
１
０
０ 

 

社
会
福
祉
法
人
小
杉
福
祉

会
職
員 

募
集
人
員 

　
介
護
職
員
（
常
勤
）
　
７
人 

資
格
　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方 

勤
務
先
　
社
会
福
祉
法
人
小
杉
福

祉
会
が
経
営
す
る
施
設 

　
（
平
成
20
年
４
月
１
日
採
用
） 

募
集
期
限
　
９
月
25
日
⛬ 

問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
法
人
小
杉

福
祉
会
　
☎
56
―
１
０
７
８ 

 

知
的
障
害
者
援
護
施
設 

「
い
み
ず
苑
」
職
員 

援
護
職
員
　
若
干
名 

申
込
期
間
　
９
月
20
日
⛮
〜
10
月

12
日
⛯ 

採
用
予
定
　
平
成
20
年
４
月 

第
１
次
試
験
　
書
類
審
査
・
作
文 

　
申
込
み
時
に
書
類
を
渡
し
ま
す
。 

第
２
次
試
験 

　
試
験
日
　
11
月
６
日
⛬ 

　
試
験
内
容
　
適
性
検
査
・
面
接 

　
な
お
資
格
な
ど
詳
細
は
問
合
せ

願
い
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
い
み
ず
苑
　
総
務
課 

　
☎
86
―
１
１
２
６ 

 

自
衛
官
募
集 

 

富
山
県
技
術
専
門
学
院
学

生 

　
本
学
院
は
、
30
歳
以
下
の
高
等

学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
２

年
制
の
県
立
職
業
能
力
開
発
校

で
す
。 

募
集
学
科
　
自
動
車
整
備
科
、
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
電
子
情
報
科 

出
願
期
間
　
10
月
１
日
⛫
〜
10
月

26
日
⛯ 

選
考
日
　
11
月
９
日
⛯ 

問
合
せ
先
　
富
山
県
技
術
専
門
学
院 

　
☎
０
７
６
―
４
５
１
―
８
８
４
０ 

 

万
葉
線
株
式
会
社
社
員 

募
集
人
員 

　
電
車
運
転
士
　
２
名 

（
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
資
格
を

有
す
る
者
で
20
歳
以
上
29
歳
以

下
の
者
） 

　
技
術
職
　
　
　
１
名 

（
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
資
格
を

有
す
る
者
で
18
歳
以
上
25
歳
以

下
の
者
） 

募
集
期
間
　
９
月
10
日
⛫
〜
９
月

28
日
⛯ 

試
験
日
　
10
月
８
日
⛫ 

申
込
・
問
合
せ
　
万
葉
線
株
式
会

社
総
務
課
　
高
岡
市
荻
布
68 

　
☎
25
―
４
１
３
９ 

 

い
っ
ぷ
く
や
茶
臨
時
職
員 

募
集
人
員
　
若
干
名
（
交
代
制
） 

業
務
内
容
　
施
設
運
営
管
理
な
ど 

資
格
　
昭
和
17
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
日
曜
日
以
外
勤

務
可
能
な
方 

雇
用
期
間
　
10
月
か
ら
３
月
（
６

ヶ
月
間
） 

募
集
期
限
　
９
月
20
日
⛮
ま
で 

問
合
せ
先
　
大
門
商
工
会 

　
☎
52
―
３
５
１
０ 

 

里
山
・
里
海
・
里
野
市
民

塾 

　
射
水
市
平
野
部
の
学
習 

　
―
自
然
・
歴
史
・
文
化
― 

日
時
・
場
所 

　
10
月
15
日
⛫
　
午
前
９
時
〜 

　
午
後
３
時 

　
水
害
と
、
水
を
活
か
し
た
歩
み

―
庄
川
養
魚
場
、
新
湊
博
物
館
、

射
水
平
野
土
地
改
良
区
、
小
杉
地

区
荒
町
通
り
の
街
並
み
、
古
の
神

事
を
伝
え
る
下
村
加
茂
神
社
な
ど 

募
集
対
象
・
定
員
　
市
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
方
。
定
員
は
30
人

で
す
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。 

参
加
費
　
１
、
０
０
０
円 

申
込
方
法
　
各
庁
舎
・
公
民
館
に

あ
る
申
込
用
紙
に
よ
る 

申
込
締
切
　
９
月
28
日
⛯ 

問
合
せ
先 

　
文
化
課
（
下
庁
舎
） 

　
☎
59
―
８
０
９
２ 

 

布
ぞ
う
り
・
袋
物
（
エ
コ

バ
ッ
ク
）
講
座 

　
布
ぞ
う
り
・
エ
コ
バ
ッ
ク
（
袋

物
）
を
作
り
ま
せ
ん
か 

日
時
　
10
月
10
日
⛭
・
31
日
⛭
・

11
月
７
日
⛭
・
14
日
⛭
　
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　 

場
所
　
働
く
婦
人
の
家 

内
容
　
布
ぞ
う
り
・
エ
コ
バ
ッ
ク 

対
象
者
　
射
水
市
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方 

定
員
　
15
人
（
15
人
を
超
え
た
ら

抽
選
し
ま
す
） 

材
料
費
　
実
費
（
エ
コ
バ
ッ
ク
分
） 

申
込
締
切
　
９
月
25
日
⛬
ま
で
、

往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
〒
９
３
９
―
０
３
４
１
　
射
水

市
三
ヶ
１
７
６
９
―
１
０ 

　
働
く
婦
人
の
家
　 

　
☎
55
―
２
２
３
８ 

 

陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

日
時
　
９
月
26
日
⛭ 

　
　
　
９
月
28
日
⛯ 

　
　
　
10
月
１
日
⛬

　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

場
所
　
働
く
婦
人
の
家 

内
容
　
茶
碗
・
皿
・
コ
ー
ヒ
ー
カ

ッ
プ
・
花
瓶
な
ど
作
成 

対
象
者
　
射
水
市
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方 

定
員
　
15
人
（
15
人
を
過
ぎ
た
時
は
、

抽
選
し
ま
す
） 

材
料
費
　
１
、
６
０
０
円 

申
込
締
切
　
９
月
18
日
⛬
ま
で
、

往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
〒
９
３
９
―
０
３
４
１
　
射
水

市
三
ヶ
１
７
６
９
―
１
０ 

　
働
く
婦
人
の
家
　 

　
☎
55
―
２
２
３
８ 

 

平
成
19
年
度
「
万
葉
線
を

愛
す
る
会
会
員
」 

　
万
葉
線
は
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
開
業
６
年
目
を
迎
え
、
新
型
低

床
車
両
（
ア
イ
ト
ラ
ム
）
の
導
入

や
在
来
車
両
の
冷
房
化
、
路
盤
の

整
備
な
ど
市
民
の
皆
様
の
足
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
万
葉
線
を
愛
す
る
会
」
は

万
葉
線
の
利
用
促
進
を
目
的
に

設
立
さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
・
協
賛
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
事
業
、

会
報
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
一
丸
と
な
っ
て
万

葉
線
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
皆

様
の
ご
入
会
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

会
員
資
格
　
平
成
19
年
10
月
１
日

〜
平
成
20
年
９
月
30
日
（
１
年

間
） 

会
費
　
個
人
会
員
　
年
額
（
１
口
）

　
　
　
　
　
　
１
、
０
０
０
円 

　
　
　
法
人
会
員
　
年
額
（
１
口
）

　
　
　
　
　
１
０
、
０
０
０
円 

特
典 会

員
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
葉
線
乗

車
券
進
呈
（
個
人
１
口
に
つ
き

７
７
０
円
分
） 

会
員
証
の
発
行 

会
報
の
送
付 

そ
の
他
特
典
あ
り 

　
各
自
治
会
・
町
内
会
単
位
で
申

込
書
を
回
覧
い
た
し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
万
葉
線
を
愛
す
る
会
事
務
局 

　
（
生
活
安
全
課
内
・
大
島
庁
舎
） 

　
☎
52
―
７
９
６
６ 

   

〜
第
８
回
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
０
７
〜
庄
川
in
大
門

大
会 

　
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
歩
く
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。 

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
９
月
30
日
⛪
　
ス
タ
ー
ト

午
前
10
時
30
分
（
受
付
は
午
前

９
時
か
ら
） 

集
合
場
所
　
大
門
カ
イ
ト
パ
ー
ク 

コ
ー
ス
　
大
門
カ
イ
ト
パ
ー
ク
周

辺
８
km 

参
加
料
　
大
人
　
７
０
０
円 

　
（
事
前
申
込
　
５
０
０
円
） 

　
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円 

　
（
事
前
申
込
　
３
０
０
円
） 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
読
売
新
聞
北
陸
支
社 

　
☎
26
―
６
８
３
０ 

ポルトガル語 
困りごと・生活相談 

日時　９月18日⛬　午後１時30分～午後４時30分 
場所　射水市役所小杉庁舎201会議室 

CONSULTAS DE PROBLEMAS E  
SOBRE A VIDA DIARIA 

(em portugues) 
Data e tempo: 18 de Setembro (terÇa-feira)  

de 13:30 para 16:30  
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha 

      Sala de reuniao－201.

消防本部からのお知らせ 消防本部からのお知らせ 
「
個
人
で
備
え
よ
う
防
災
用
品
」 

　
明
日
に
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
、
個
人
レ
ベ
ル

で
準
備
で
き
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

【
生
活
を
維
持
す
る
た
め
】 

　
水
は
一
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
が
必
要
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
も
合
わ
せ
、
家
族
の
３
日
分
程
度

準
備
し
ま
し
ょ
う
。（
赤
ち
ゃ
ん
に
は
粉
ミ
ル
ク
も
必
要
で
す
。） 

【
非
常
持
ち
出
し
袋
】 

　
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
貴
重
品
、
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
電
池
の
ほ
か
、
掛
か
り
つ
け
病
院
の
診
察
券
、
使

用
中
の
薬
、
持
病
の
薬
の
処
方
箋
な
ど
必
要
最
低
限
の
も
の
を

入
れ
、
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

【
救
急
用
品
】 

　
救
急
箱
（
常
備
薬
、
絆
創
膏
、
消
毒
液
、
脱
脂
綿
、
包
帯
、

三
角
巾
、
滅
菌
ガ
ー
ゼ
、
ハ
サ
ミ
な
ど
） 

【
活
動
時
必
要
品
】 

　
水
バ
ケ
ツ
、
ス
コ
ッ
プ
、
の
こ
ぎ
り
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
防

寒
具
な
ど 

【
情
報
】 

　
朝
、
昼
、
晩
、
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
、
家
族

で
避
難
場
所
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
災
害
発
生
時
、

有
線
電
話
、
携
帯
電
話
は
繋
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。） 

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ご
自
分
や
家
族
に
と
っ
て
、
必
要
な
も

の
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
日
頃
か
ら
、
隣
近
所
助
け
合
え
る
体
制
づ
く
り
が
大

切
で
す
。 

「
農
繁
期
に
お
け
る
ワ
ラ
・
籾
殻
等
の
焼
却
に
つ
い
て
」 

　
毎
年
こ
の
時
期
に
稲
の
刈
取
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
稲
の
刈
取

り
後
の
ワ
ラ
・
籾
殻
焼
却
等
の
後
始
末
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、

例
年
、
数
件
煙
害
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
消
防
車
が
出
動
し
ま
す
。 

　
廃
棄
物
処
理
法
上
の
例
外
行
為
で
あ
っ
て
も
、
交
通
車
両
や

周
辺
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 

又
、
籾
乾
燥
機
の
取
扱
い
に
も
十
分
注
意
願
い
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
射
水
消
防
署
　
☎
56
―
０
１
１
９ 

　
　
　
　
　
新
湊
消
防
署
　
☎
82
―
８
３
３
６ 

催
　
し
　
物

申込・問合せ先　自衛隊高岡地域事務所　☎21－2411

募集種目 

防衛医科 
大学校学生 

看護学生 
 

２等　陸・海・空士 
（男　子） 

資　　格 受付期間 試 験 期 日 

９月23日・24日 
 
１次　11月10日・11日 
２次　12月11日～14日 
１次　11月３日・４日 
２次　12月５日～７日 
１次　10月14日 
２次　11月17日・18日 
受付時にお知らせ 
します。 

推薦 防衛 
大学校 
学生 一般 

９月５日～ 
　９月７日 
 
 
９月７日～ 
　９月28日 
 
 
年間を通じて募集 
しております。 

高卒（見込含）21歳未満の方（高等 
学校長の推薦等が別途必要です。） 
高卒（見込含） 
21歳未満の方 
高卒（見込含） 
21歳未満の方 
高卒（見込含） 
24歳未満の方 

18歳以上27歳未満の方 

●小杉ふれあいセンター　☎56－4080 
今月の催事 
　○９月12日（水）松前一座・歌謡ショー
　○９月５日（水）藤山一座・歌謡ショー
　○９月21日（金）ひまわり一座・歌謡ショー
 
●大門コミュニティーセントー 
今月のギャラリー 
　○ちぎり絵展　堀　テル子（梅木） 

問合せ先 
　国土地理院北陸地方測量部 
　☎076－441－0888

剣岳測量100年記念　地図展2007

日時　10月18日（木）～21日（日） 
　　　午前10時から午後5時まで 
会場　富山県民会館（１階地下） 

入場無料 

石黒信由が使用した測量機器（レプリカ） 
の展示もあります。 

剣岳測量100年記念　地図展2007



特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

　
曳
山
に
関
係
す
る
情
報
（
古
い

写
真
・
文
書
や
法
被
を
所
有
し
て

い
る
な
ど
）
で
あ
れ
ば
何
で
も
結

構
で
す
。 

連
絡
先
　
文
化
課
（
下
庁
舎
） 

　
☎
59
―
８
０
９
２ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
59
―
８
０
９
８ 

　b
u
n
ka@

city.im
izu

.lg.jp

2223

案
　
　
　
内

旧
北
陸
道
ア
ー
ト
in
小
杉 

　
小
杉
の
旧
北
陸
道
の
町
並
み
を

歩
き
な
が
ら
、
歴
史
的
建
造
物
や

現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
　
９
月
29
日

・
30
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
小
杉
旧
北
陸
道
（
荒
町
・

茶
屋
町
・
中
町
・
常
盤
町
・
本

中
町
周
辺
） 

内
容
　
小
学
生
の
の
じ
た
踊
り
や

お
茶
席
・
絵
手
紙
展
・
版
画
展
・

書
道
・
洋
画
・
日
本
画
・
陶
芸
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
の
作
品
展
・

ト
ン
ボ
玉
つ
く
り
体
験
等 

問
合
せ
先
　
旧
北
陸
道
ア
ー
ト
in

小
杉
実
行
委
員
会
　
森
永 

　
☎
55
―
０
０
４
５ 

 

金
婚
を
祝
う
つ
ど
い 

　
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
社
会
へ

の
貢
献
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
金
婚

を
祝
う
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
11
月
22
日

 

場
所
　
第
一
イ
ン
新
湊 

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦（
昭
和
32
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
入
籍
さ
れ
た
ご

夫
婦
） 

申
込
期
限
　
10
月
19
日

ま
で
電

話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
長
寿
介
護
課
（
新
湊
庁
舎
内
） 

　
☎
82
―
１
９
５
２

  

「
き
こ
え
」
や
「
こ
と
ば
」

に
つ
い
て
相
談
く
だ
さ
い 

　
子
ど
も
が
「
よ
く
聞
こ
え
て
い

る
か
心
配
」「
こ
と
ば
が
遅
れ
て

い
る
の
で
は
」
な
ど
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に

来
校
く
だ
さ
い
。「
き
こ
え
」
と
「
こ

と
ば
」
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

乳
幼
児
に
は
乳
幼
児
教
室 

学
齢
児
に
は
通
級
に
よ
る
指
導 

成
人
聴
覚
障
害
者
に
は
リ
カ
レ

ン
ト
講
座 

高
齢
者
に
は
き
こ
え
や
補
聴
器

相
談
　
な
ど 

　

学
校
見
学
会 

日
時
　
９
月
28
日

　
午
前
10
時
〜 

場
所
　
県
立
高
岡
ろ
う
学
校 

問
合
せ
先
　
富
山
県
立
高
岡
ろ
う

学
校
（
高
岡
市
西
藤
平
蔵
７
０

０
）
☎
63
―
６
３
４
４ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
63
―
５
８
８
４ 

 

無
料
調
停
相
談 

　
交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、

公
害
、
家
庭
の
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、
調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

日
時
　
９
月
28
日

　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時 

場
所
　
高
岡
会
場 

　
ウ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
グ
高
岡
　

高
岡
市
障
害
学
習
セ
ン
タ
ー
６

階
会
議
室 

富
山
会
場
　
県
民
会
館
６
階
会

議
室 

問
合
せ
先
　
富
山
調
停
協
会 

　
☎
０
７
６
―
４
２
１
―
８
１
９
５ 

 

司
法
書
士
無
料
相
談
会 

日
時
　
10
月
３
日

　
午
前
10
時

〜
午
後
３
時 

場
所
　 

小
杉
会
場 

　
市
役
所
小
杉
庁
舎
４
０
１
会
議
室 

新
湊
会
場 

　
射
水
商
工
会
館
２
０
４
号
室 

問
合
せ
先
　
富
山
県
司
法
書
士
会 

　
☎
０
７
６
―
４
３
１
―
９
３
３
２ 

 

全
国
一
斉
無
料
法
律
相
談 

　
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
業
務
開
始
１
周

年
を
記
念
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
対

象
者
は
、
次
の
「
資
力
基
準
」
に

該
当
す
る
方
で
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

         
 

※
１
人
増
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

※
家
賃
・
住
宅
ロ
ー
ン
・
医
療
費

な
ど
の
出
費
が
あ
る
場
合
は
一

定
額
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。 

※
居
住
用
住
宅
ま
た
は
係
争
物
件

以
外
の
不
動
産
そ
の
他
の
資
産

を
有
す
る
と
き
は
該
当
し
ま
せ
ん
。 

日
時
　
10
月
１
日

　
午
後
１
時

〜
午
後
４
時 

会
場
　
ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
高
岡

４
階
（
高
岡
駅
前
徒
歩
１
分
） 

予
約
・
問
合
せ
先
　
法
テ
ラ
ス
富

山
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

富
山
地
方
事
務
所
） 

　
☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
８
０ 

 

射
水
市
の
国
民
健
康
保
険

証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。 

　
現
在
お
持
ち
の
射
水
市
国
民
健

康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
10
月
１
日
か
ら
は
、
緑
色
の
保

険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
新
し

い
保
険
証
は
９
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。 

　
な
お
、
特
別
な
事
情
も
な
く
国

民
健
康
保
険
税
を
滞
納
さ
れ
て
い

る
世
帯
に
は
、
保
険
証
の
代
わ
り

に
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

資
格
証
明
書
で
受
診
さ
れ
た
場
合
、

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
売
薬
な
ど
で
別
に
遠
隔

地
保
険
証
が
必
要
な
方
、
あ
る
い

は
就
学
中
の
○学
保
険
証
が
必
要
な

方
は
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
各

地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
ま
た
は
市
民
・
保
険
課
　
国

保
・
年
金
係
（
大
島
庁
舎
２
階
）

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
市
民
・
保
険
課
（
大

島
庁
舎
）
☎
52
―
７
９
６
５ 

 

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
・

コ
ン
バ
イ
ン
・
田
植
機

等
の
登
録
は
お
済
み
で

す
か
？ 

　
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動

車
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
お
持
ち
の
車
両
で
未
登
録
の

も
の
が
あ
る
場
合
は
、
各
地
区

行
政
セ
ン
タ
ー
で
登
録
の
手
続

き
を
行
い
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

は
車
両
に
取
り
付
け
、
紛
失
し

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車 

　
軽
自
動
車
税
額 　

１
、
６
０
０
円 

問
合
せ
先
　
課
税
課
市
民
税
係

（
大
島
庁
舎
） 

　
☎
52
―
７
９
６
０ 

  

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人

間
ド
ッ
ク
申
込
み
に
つ
い
て 

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク
の
申
込
み
は
９
月
28
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
各
地

区
行
政
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
射
水
市
民
病
院
の
脳
検

査
・
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
は
12
月
ま

で
予
約
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

平
成
20
年
１
月
か
ら
の
受
付
と
な

り
ま
す
。
ま
た
高
岡
市
民
病
院
の

脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
は
終
了
し
ま
し
た
。 

問
合
せ
先
　
市
民
・
保
険
課
（
大

島
庁
舎
）
☎
52
―
７
９
６
５ 
 

平
成
１９
年
就
業
構
造
基
本

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
総
務
省
統
計
局
（
富
山
県
・
射

水
市
）
で
は
、
10
月
１
日
に
就
業

構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
ふ
だ
ん

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用

政
策
を
始
め
経
済
政
策
な
ど
に
必

要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。 

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

９
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課
（
小
杉

庁
舎
）
☎
57
―
１
６
２
３ 

 

ご
存
知
で
す
か
？
「
と
や

ま
子
育
て
応
援
団
」 

　
「
と
や
ま
子
育
て
応
援
団
」
は
、

子
育
て
家
庭
の
ふ
れ
あ
い
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
企
業

や
地
域
等
社
会
全
体
で
子
育
て
家

庭
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。 

　
毎
月
、
第
３
日
曜
日
（
と
や
ま

県
民
家
庭
の
日
）
か
ら
始
ま
る
１

週
間
を
中
心
に
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
高
校
生
含
む
）
連
れ
の
ご

家
族
が
協
賛
店
や
施
設
を
利
用
し

た
際
に
、
優
待
券
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
割
引
や
特
典
な
ど
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
富
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
富
山
県
知
事
政
策
室 

　
☎
０
７
６
―
４
４
４
―
４
４
９
５ 問合せ先　管財課（小杉庁舎）☎57－1631

射水市の工事等発注状況 
（請負金額が1千万円以上のもの） 

入札による契約 平成19年7月分 
工事（委託）名 

工事 

施工場所等 請負金額 請　負　業　者 

射水市立新湊南部中学校増改築工事（電気設備工事） 
 
都市計画道路東老田高岡線景観整備工事 
市道黒河548号線改良工事 
市道赤井生源寺線道路舗装工事 
新湊特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第２工区）工事 
大島特定環境保全公共下水道事業汚水布設（第１工区）工事 
小杉特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第５工区）工事 
小杉特定環境保全公共下水道事業舗装復旧（その３）工事 
小杉特定環境保全公共下水道事業舗装復旧（その５）工事 
水質監視装置増設更新工事 
市道港町善光寺線道路改良工事（その４） 
市道新湊193号線内川遊歩道整備工事 
道の駅新湊空調設備更新工事 
大島特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第４工区）工事 
新湊公共下水道事業汚水管改築（第１工区）工事 
鷲塚地内鉛製給水管更新工事 
橋下条（赤田）地内鉛製給水管更新工事 
本江地内鉛製給水管更新工事 
中野橋水管橋外面防食工事 

鏡宮 
 
八塚　外 
上野 
安吉 
布目 
若杉 
塚越 
五歩一 
塚越外 
上野調整場、他 
港町 
放生津町 
鏡宮 
南高木、北高木 
三日曽根 
鷲塚 
赤田 
本江 
新堀 

菅原電気・上庄電気工事射水市立新湊南部中学校 
増改築工事（電気設備工事）共同企業体 

㈲射水テクノサービス 
道路技術サービス㈱ 
北海工業㈱ 
㈱新港土木 
高田建設㈱ 
㈲肥田建設 
㈱牧田組 
北海建設㈱ 
横河電機㈱北陸支店 
新高建設㈱ 
北海工業㈱ 
㈱赤井管機 
㈱サンテック 
新高建設㈱ 
㈱ばんどー工業 
㈱伸和設備工業 
㈱北野テック 
㈱コーメイ 

160,965,000円 
 

17,094,000円 
21,787,500円 
12,999,000円 
27,090,000円 
16,779,000円 
12,600,000円 
10,447,500円 
10,815,000円 
26,250,000円 
13,954,500円 
17,220,000円 
31,027,500円 
17,115,000円 
11,865,000円 
11,970,000円 
11,760,000円 
12,757,500円 
23,656,500円 

単 身 者 

２人家族 

３人家族 

４人家族 

182,000円以下 

251,000円以下 

272,000円以下 

299,000円以下 

無料法律相談の資力基準 
月収（手取り、賞与含む）の目安 

小杉支部 

大門支部 

大島支部 

下村支部 

９月25日（火） 
午後６時30分～ 
９月25日（火） 
午後６時30分～ 
９月25日（火） 
午後６時30分～ 
９月22日（土） 
午後７時～ 

仲秋の名月を愛でながら、一服いかがですか？ 

小杉文化ホール 

大門総合会館 

大島中央公園 
コミュニティ体育館 

下村公民館 

今月の納税 今月の納税 
国民健康保険税　第３期 
納期限　10月１日 

納税は口座振替が便利です！ 
納税課（☎52－7962）または 

最寄りの金融機関にお問合せください。 

ウルドゥ語交流支援員がサポートします！！ 
　ウルドゥ語と日本語を話す交流支援員が、パキスタン人住民
の生活相談や、地域住民とパキスタン人住民との交流を支援し
ます。来年3月まで毎月2回行う予定です。 
　9月の相談日は以下のとおりです。ぜひご利用ください。 

ウルドゥ語交流支援員がサポートします！！ 

日　時　　9月14日（金）、28日（金） 
時　間　　午後2時～午後5時 
場　所　　射水市役所小杉庁舎201会議室 
問合せ　　財団法人とやま国際センター　☎076－444－2500

射
水
市
の
曳
山
に
関
す
る
資
料
を 

探
し
て
い
ま
す
。 

射水市芸術文化協会行事 観月会 お茶券 
各200円 



特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

特
　
集 

ま
ち
の
わ
だ
い 

環
　
境 

国
際
交
流
員 

相
　
談 

市
民
病
院 

保
健
だ
よ
り 

公
民
館 

男
女
共
同
参
画 

総
合
計
画 

募
　
集 

イ
ベ
ン
ト 

案
　
内 

2425

年金だより

■対象となる方 
１．既に年金記録が訂正されている方 
①年金記録の訂正により年金額が増えた方 
⇒老齢・障害・遺族年金の時効消滅分が全期間さかのぼ
って支払われます 

②年金記録の訂正により年金の受給資格が確認され、新た
に年金をお支払いすることとなった方 
⇒老齢・障害・遺族年金の時効消滅分が全期間さかのぼ
って支払われます 

③①や②に該当する方が、亡くなられている場合には、そ
のご遺族の方 
⇒未支給年金の時効消滅分が支払われます 

※ご遺族の範囲はお亡くなりになった当時、その方と生計
を同じくされていた方に限り、配偶者、子、父母、孫、
祖父母、兄弟姉妹の順となります。 

２．今後、年金記録が訂正される方 
④今後、年金記録が訂正された結果、上①～③と同じよう
に年金額が増える方 
⇒増額された老齢・障害・遺族年金や未支給年金が全期
間分支払われます 

■必要な手続き 
○今後、年金記録が訂正される方 
記録の訂正の手続以外に特別の手続は必要ありません。 
年金記録の訂正に合わせて自動的に手続を行い、5年を経
過した分の年金額もお支払いします。 

○既に、年金を受給開始後に年金記録が訂正されている受給
者の方 
・できる限り簡単に手続をしていただけるよう、あらかじ
め必要な記載事項を印字した用紙を順次発送いたします。
（平成19年9月～） 
・今すぐに手続をしていただくこともできます。その場合
には、お近くの社会保険事務所に、必要な書類をご提出（ま
たは郵送）していただきますようお願いいたします。 

※郵送で手続をされる際に必要となる用紙は、下記のお問
い合わせ先からお取り寄せいただくか、社会保険庁ホー
ムページからプリントアウトしていただきますようお願
いいたします。 
※手続されてからお支払いまでの期間は、2～3ヶ月程度
です。お支払いの前に、審査結果・振込等のお知らせを
いたします。 

年金時効特例法について 

今までは 

今後の取扱い 

年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分を含めて、ご本人ま
たは、遺族の方へ全額をお支払いします。 

年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅により直近の5年間分の年金に限ってお支
払いしていました。 

「年金時効特例法」の成立により、時効消滅により受け取ることができなかった分も全期間さかのぼって
お支払いします。 

〔具体例〕60歳から年金を受給していた方で、71歳で追加すべき年金記録が見つかった場合 

■問合せ先 
手続き方法など、詳しくは、高岡社会保険事務所　☎21－0057 
ねんきんダイヤル　☎0570－05－1165（平日午前8時30分～午後5時15分）までお問い合わせください。 
社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/）でも詳しい制度内容をご案内しております。 

全額を 
お支払 

▼71歳 ▼66歳 

当初 

▼60歳 

当 初 か ら お 支 払 

増額分は5年間分をさかのぼってお支払 5年を超える分は、時効消滅 後で判明 
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「射水の歴史講座」 
　受講生募集のお知らせ 
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　射水地域の歴史を、時代や分野ごとの専門家が
分かりやすく紹介します。 
会　　場　射水市新湊農村環境改善センター 
　　　　　（鏡宮、博物館隣り） 
参 加 費　無料 
定　　員　50人（先着順） 
申込期限　９月20日（木） 

第１回 10月７日（日）午前10時～ 

講 師 
（前射水市新湊博物館館長） 
（富山市文化財調査審議会委員） 

保科　齊彦氏 

「加賀藩十村制度と射水」 

第２回 10月14日（日）午前10時～ 

講 師 
（富山県埋蔵文化財センター企画調整課課長） 
久々　忠義氏 

「射水の古代遺跡と河川交通」 

第３回 10月21日（日）午前10時～ 

講 師 
（富山県発電総合管理所管理課副主幹） 
高岡　　徹氏 

「軍勢、北陸道を行く－射水野をめぐる戦国史」 

第４回 10月28日（日）午前10時～ 

講 師 
（富山県［立山博物館］館長） 
米原　　寛氏 

「射水の祭り」 

第５回 11月10日（土）午前10時～ 

講 師 
（富山市科学博物館主幹学芸員） 
渡辺　　誠氏 

「石黒信由の測量器具とそれを使用した金沢町測量」 

射水市所蔵美術作品展 

小杉采芳会作品展

第２回射水市展 

その４ 

大門地区公共施設の美術作品から10点程度を展示 

采芳会会員の最近の絵画ほかの作品を展示します。 
どうぞご観覧ください。 

市内で美術創作活動を行う皆さんの公募展です。日本画から 
写真にいたる６部門の力作・新作を是非ご観覧ください。 

日　　時　９月19日（水）まで 
場　　所　小杉展示館 
開館時間　午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで） 
休 館 日　月曜日（祝日のときは翌日） 
入 館 料　無料 

日　　時　９月27日（木）～９月30日（日） 
場　　所　小杉展示館 
開館時間　午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで） 
　　　　　最終日は午前10時～午後４時 

入 館 料　無料 
主　　催　小杉采芳会 

問合せ先　小杉展示館　☎55－3338

会　　期　10月４日（木）～８日（月） 
　　　　　午前９時～午後７時（最終日は午後５時まで） 

場　　所　新湊中央文化会館（洋画、書） 
　　　　　小杉文化ホール（日本画、彫刻、工芸、写真） 

入 場 料　無料 

出品申込締切　９月18日（火）午後５時 

問合せ先　市教育委員会文化課　☎59－8092 
　　　　　新湊中央文化会館　　☎82－8400 
　　　　　小杉文化ホール　　　☎56－1515

問合せ先　新湊博物館　☎83－0800
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　今年で14回目となる手づくり絵本コンクールには、223点の応募があり、そのうち国外からは４ヶ
国５作品の応募がありました。 
　完成度の高い作品が多く、審査員の先生方も選考に苦労しておられました。 

最優秀賞・文部科学大臣奨励賞 
『もくもくバーバーZOO（ズー）』 （一　般）薮内　秀美（滋賀県） 
もくもくバーバーのZOOさんは雲の床屋さん。丘の上にやってきた雲をチョ
キチョキとステキにカットしてくれます。大きい雲は象、小さい雲はうさぎ…
空はZOOさんのお客さんでいっぱい！青空のキャンバスに夢が広がる作品です。 

優秀賞・井口文秀賞 
『ふしぎなみのなるき』 （一　般）大塚万里子（兵庫県） 
木に語りかけ、木の声に耳を傾けることのできる心を大切にしたい…そんな思
いを詩情豊かに表現した作品です。 

《金　賞》富山県知事賞 
『徒然猫　十二ヵ月』 （しかけ）北原　志乃（長野県） 

《金　賞》射水市長賞 
『３わのあひるのあるひのできごと』 （一　般）金本　磨美（兵庫県） 

《銀　賞》富山県教育委員会賞 
『羅城門の鬼　渡辺綱と茨木童子』 （しかけ）長澤千恵美（大阪府） 

《銀　賞》（財）射水市絵本文化振興財団理事長賞 
『ももこのくれよん』 （一　般）大賀恵里子（兵庫県） 

《銅　賞》射水市教育委員会賞 
『やさしいてがみ』 （一　般）平賀美沙子（沖縄県） 
『ドキドキ！ファンタジー☆キューの大冒険』 （しかけ）赤松まゆみ（千葉県） 

第２回射水市展 
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大島絵本館 TEL 52-6780

TEL 56-6116

９月の休館日＝３日、４日、10日、18日、25日、28日 

９月の休園日＝４日、11日、18日、25日 

姉妹都市交流事業 

けんぶち絵本原画展 
主催：とやま元気ワールド実行委員会 

展示原画 
『ムーニャとほしのたね』 
　　佐藤正人・作（けんぶち絵本の里を創ろう会） 
『はるふぶき』 
　　加藤多一・文　小林豊・絵（童心社） 

場所　太閤山ランドふるさとギャラリー（ふるさとパレス内）入場無料!!

絵付けコース 
　絵付けを中心とした3ヶ月コースで月曜午前実施。受講料6000円。 
こぶしコース 
　陶芸の基礎を学ぶ3ヶ月コースで水曜午後実施。受講料15000円。 
夜間コース 
　夜に陶芸を学ぶ6ヶ月コースで、土曜夜実施。受講料30000円。 

絵本ランド2007

入館料無料！楽しいことがいっぱいの二日間。絵本の世界を楽しもう！ 

姉妹都市、北海道剣淵町の「絵本の館」所蔵の絵本原画展。 
『ムーニャとほしのたね』は、澄み切った夜空に広がる
星たちが、『はるふぶき』には大正・昭和初期の剣淵の
原風景が描かれています。この原画展で剣淵の豊かな自
然を味わってみてください。剣淵の大地は私たちの夢や
希望も大きく育んでくれるに違いありません。絵本館シ
ョップでは剣淵の美味しい特産品もお求めいただけます。 

太閤山ランドふるさとギャラリー　～富山省三展　ロックとそら豆 in 太閤山～ 

「シリーズ・ふるさとの群星」として、富山県で活躍している著名な作家の業績を紹介
する企画の第５回展。今回は、「木」の豊かな表情との飽くなき対話を続ける造形作家・
富山省三氏の個展。豊かな木々に囲まれた太閤山ランドの自然の中で、富山氏の造形と
親しみ深く対話する爽秋のひと時を、ぜひこの機会に体感してみてください。（入場無料） 

小杉文化ホール　ラポール TEL 56-1515
９月の休館日＝４日、11日、18日、26日 
http://www.hitwave.or.jp/rapport/

虹色パレット 
～ともこおねえさんといっしょに遊ぼ～ 

第11回こすぎ童謡フェスティバル 

10月21日（日） 

10月13日（土） 

午後1時30分開場 
午後2時開演 

午後1時開場　午後1時30分開演 

全席自由1,000円 
（18歳未満500円） 

好評発売中
！ 

好評発売中
！ 

好評発売中
！ 

定期陶芸コースの受講生募集 「郷土陶芸作家展」 

“大皿小皿でウキウキ食卓” 陶芸教室 

10月から始まる下記の定期陶芸コースで若干名の受
講者募集を行います。いずれも初心者を対象とした
内容となっています。希望の方は９月末日までに電
話で申し込んでください。先着順。 

花嶋伊都子展　八乙女窯 
寺田雄山展　阿古屋野窯 

9月6日(木)～9月16日(日) 
9月20日(木)～9月28日(金)

陶房「匠の里」 
県内著名陶芸作家の作品を展示したします。入場無料。 

楽しい食事時を手作りの皿で演出してみませんか。 
実施日時　９月24日（月）または、26日（水）午前９時30分～正午 
募集定員　各10名（計20名）、受講料2,500円、 
　　　　　前日まで電話申込。 

9月22日（土）・23日（日） 

午前10時～午後5時まで 

太閤山ランド 

TEL 82-5181

秋のファミリーフェスティバル 

子ども達が大好きなミニ遊園地や大道芸など家族で楽
しめるイベントがいっぱい。みんなで遊びに来てね☆ 

海王丸パーク ９月の休館日＝３日、10日、18日、25日 
http://www.kaiwomaru.jp/

http://www.toyamap.or.jp/taikou-land

陶房「匠の里」 TEL 54-1201
９月の休館日＝４日、11日、18日、25日 

新湊博物館 TEL 83-0800
９月の休館日＝４日、11日、18日、25日 

屋根の意匠に優れた「新開発の地蔵堂」 
（市指定文化財） 企画展「射水のたてもの」 

10月14日（日）まで 

～9月27日（木） 

9月15日（土）～11月25日（日） 

9月22日（土）～24日（月・振休） 

　射水市では針山大工をはじめとする匠たちが社寺・家屋を多く建てました。三ケの
左官、水戸田瓦など、建物を支える技も栄えました。写真展示中の小林・赤井・新開
発の地蔵堂（市文化財）は19世紀の建立で、屋根や彫刻が特徴です。同時期に同じ匠
たちの作った地蔵堂が殿村、今井、鳥取にあります。秋晴れの中、身近な文化遺産を
巡ってみてはいかがでしょうか。 

NAOTO CONCERT TOUR 2007 
－Promise & Process－ 

10月22日（月） 
午後6時30分開場 
午後7時開演 

1・2階指定席　5,775円 
　　　 （当日　6,300円） 
　　3階指定席　3,000円 

新湊中央文化会館 TEL 82-8400
９月の休館日＝10日 
http://www5.ocn.ne.jp/̃chubun/

Life is a Voyage［吉田拓郎］ 
TOUR 2007 "Country"

ジーン・ケリー主演　雨に唄えば 

11月7日（水） 
午後6時開場　午後6時30分開演 

入場料：全席指定　8,500円 

富山県内の10館合同のホールシネマ上映会。サイレン
トから新たなる時代に突入した映画界の楽屋裏を描い
た名作ミュージカルを上映します。 

開演　①14:00～ 
　　　②18:30～ 

全席自由　500円（県内開催館共通入場券） 

ホールシネマ上映会 

9月25日（火） 

吉田拓郎が2007年のツアー用に結成したスペシャルバンド 
「Life is a Voyage（ライフ イズ ア ボヤージ）」で新湊
に登場。 

ひびきホール　入場無料 

お絵かき・手あそび・朗読・歌
などを通じて、親子・お友達と
一緒にたのしむコンサートです。 

絵本館まつり 

絵本のフリーマーケットや、楽しい企画が盛り沢山。お楽しみに！ 

10月27日（土） 

絵本コロ・アルカディア合唱団オータムコンサート 

懐かしい童謡唱歌、おなじみの名曲を美しいハーモニーでお届けします。 
※入館料のみでお楽しみいただけます。 

9月30日（日） 午後2時～ 

内容（予定）①ミニ遊園地　　　　②大道芸 
　　　　　　③フードコーナー　　④フリーマーケット 
　　　　　　⑤海王丸の総帆展帆（23日） 
　　　　　　⑥カッター・セイリング教室（22・24日） 

午前10時～午後4時まで 

巨大フリーマーケット・総帆展帆 

掘り出し物がみつかりますように…☆ 

10月7日（日） 

内容（予定）①フリーマーケット100店 
　　　　　　②フードコーナー 
　　　　　　③クイズラリー 
　　　　　　④海王丸の総帆展帆など 

アーティストのレコーディング、コンサートのサ

ポートはもちろん作曲、編曲、プロデュース、スト

リングスアレンジなど、幅広い方面で活躍。 

インストゥルメンタルの新たな世代を背負っていく

ヴァイオリニストNAOTOのライブを御堪能下さい。 

徳永英明Concert Tour 07～08 
“VOCALIST＆SONGS” 
11月16日（金） 

午後7時開演 
入場料：全席指定 
　　　　Ｓ席 7,500円 
　　　　Ａ席 6,500円 

9月9日（日）発売開始！ 

あの頃、口ずさんだ名曲
の数々…きっとあの日の
記憶がよみがえる。積み
重ねてきたから表現でき
る新たな世界、今回のラ
イブでもその年輪にふさ
わしい歌声を聴かせてく
れるだろう。 
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平成19年7月末現在　※（　）内は前月比 

（＋26） 94,997人 
（＋15） 45,944人 
（＋11） 49,053人 
（＋28） 30,861世帯 

射水市代表電話 

☎0766-57-1300

射水市の人口 

「
東
国
原
知
事
に
し
て

や
ら
れ
た
、
と
い
う
感

じ
で
し
た
」
。
こ
の
夏
、

鹿
児
島
の
実
家
に
里
帰

り
し
た
息
子
の
妻
が
悔

し
げ
に
語
る
帰
宅
第
一

声
で
あ
る
◆
地
鶏
の
こ

と
だ
。
鹿
児
島
人
に
と

っ
て
地
鶏
と
言
え
ば
『
薩
摩
地
鶏
』。

と
こ
ろ
が
。
東
国
原
英
夫
知
事
が
そ

れ
を
「
地
鶏
は
宮
崎
」
と
塗
り
替
え

て
し
ま
っ
た
。
宮
崎
鶏
は
本
場
鹿
児

島
の
観
光
地
や
駅
に
進
出
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
福
岡
空
港
で
は
明
太
子
や

博
多
ラ
ー
メ
ン
、
焼
酎
な
ど
と
と
も

に
大
々
的
に
売
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

今
や
〈
九
州
の
名
産
〉
の
地
位
を
確

保
し
た
よ
う
だ
◆
地
鶏
の
ほ
か
宮
崎

産
の
多
く
の
商
品
に
「
東
国
原
知
事

お
奨
め
」
の
文
字
が
入
る
徹
底
ぶ
り
。

す
っ
か
り
宮
崎
に
席
巻
さ
れ
た
感
の

あ
る
鹿
児
島
産
品
。
「
次
は
マ
ン

ゴ
ー
が
危
う
い
」
と
、
関
係
者
は
不

安
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
と
い
う
◆
知
事

が
特
異
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
武
器
に

県
産
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
乗
り

出
し
、
県
民
が
盛
り
上
が
り
、
そ
れ

が
全
国
に
波
及
し
た
。
首
長
は
自
治

体
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
が
、

ま
さ
に
そ
の
例
だ
◆
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
の
三
大
都
市
圏
だ
け
で
国
内
の

総
人
口
一
億
二
千
七
百
五
万
人
の
半

分
を
超
え
た
。
格
差
を
嘆
く
地
方
だ
が
、

「
お
い
し
さ
で
が
ん
ば
る
宮
崎
」
の

よ
う
な
例
も
あ
る
。 

マグノリアの丘
から
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富山県射水市市民協働課 

海老江曳山まつり 海老江曳山まつり 

9月23日 
 

午前9時～ と　き 

ところ 海老江山町内一円 

曳　山 ３基（東町・中町・西町） 

新湊曳山まつり 

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。 

名匠たちが妙技を競った工芸美術の
絵巻が伝え守られている郷土の誇り

日 

10月7日 
 

午前10時～ と　き 

ところ 大門山町内一円 

曳　山 4基（田町・中町・西町・枇杷首） 

庄川の歴史とともに歩んできた
躍動感溢れる芸術作品

日 

10月1日 
 

午前9時～ と　き 

ところ 放生津・新湊山町内一円 

曳　山 13基 
　古新町・紺屋町・新町・法土寺町・南立町・三日曽根 
　立町・長徳寺・奈呉町・中町・荒屋町・四十物町・東町 

勇壮な中にも典雅な曳山囃子
絢爛豪華をほしいままに潮騒のまちを曳きまわす

月 

新湊曳山まつり 

大門曳山まつり 大門曳山まつり 
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